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っ
て
い
る
の
は
な
ん
で
し
ょ
う
一
か
。

市
町
宜
持
政
反
革
で
す
ね
。
低
揖
経
団

長
時
代
で
す
か
ら
、
地
道
な
槽
構
へ

白
改
革
と
桔
与
問
題
、
職
員
の
定
敢
な

ど
を
お
さ
え
て
い
き
た
い
と
患
い
ま

す
。
上
げ
る
ζ
と
は
だ
れ
で
も
で
き
ま

す
が
、
掃
過
を
離
し
〈
下
げ
る
ζ

と
で

す
か
ら
、
市
民
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば

ご

な

ら

な

い

乙

と

も

す

ま

す

。

た

と

克

ゎ

V
E

庄

市

民

む

み

百

出

し

方

長

自

索

、

処

理

壱

説

ん

。

き

る

も

の

は

処

環

E
、
水
切
り
を
十
分

に

さ

に

に

行

え

ば

、

と

み

白

一

最

も

半

分

に

な

る

間
蜘
蹄
論
じ
す
こ
と
か
ら
抽
出
た
い
と
思
い
し
、
燃
や
す
霊
雲
寺

τす
み
ま

'
も
ま
ず
。
四
草
間
や
っ
て
ど
れ
だ
け
動
操
す
。
そ
う
い
5
意
味
で
市
民
の
協
力
を

，h

『
ぎ
あ
が
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
る
揮
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
輔
え
た
体

去
、
ユ

子
ぼ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
制
翻
め
を
し
た
い
と
一
患
い
ま
す
。

華

3

陶
山
職
員
散
は
ど
う
で
し
ょ
う
一
か
。

叫

作

平

塚

の

海

岸

を

車

慣

ら

し

て

い

か

き

れ

ば

な

岳

陶

白

お
よ
げ
る
海
に

R
U
U尚一い刊誌れ

で
、
こ
の
四
年
間
交
ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
吉
年
の
大
計
む
た
め

ι、
許
さ
れ
て
そ
り
砲
に
、
四
年
開

ιや
り
一
た
い
と
の
人
口
は
約
一
一
十
一
一
万
一
三
人
で
、
聴

か
わ
か
の
ま
ぜ
ん
が
、
や
れ
る
と
こ
ろ
し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
思
っ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
自
転
車
在
員
は
二
千
二
百
人
余
D
万
ず
。
し
か

ま
で
や
る
つ
も
り
官
ず
。

ζ
で
、
住
宅
都
前
川
護
備
公
邸
と
相
読
し
整
麗
し
て
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
た
い
で
し
、
単
純
に
比
較
ゼ
き
ま
せ
ん
e

市
に

7

一
一
、
総
会
公
濁
の
一
て
、
調
査
を
進
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。
ラ
ス
カ
の
東
測
に
駐
輪
場
の
建
よ
っ
て
は
市
営
パ
ス
を
持
っ
て
い
る
と

口

期

工

事

の

完

成

を

す

。

主

主

難

し

い

ζ

と
だ
と
は
思
一
設
を
す
る
乙
と
と
、
ラ
ス
カ
の
駐
車
場
乙
ろ
も
あ
り
、
地
下
扶
を
も
っ
て
い
る

い

ま

す

が

。

由

立

悼

化

に

あ

わ

せ

て

千

台

近

ぐ

の

駐

と

ζ

ろ
も
あ
F
ま
す
。
平
壇
市
は
弱
田

一
一
二
つ
接
、
払
い
下
げ
を
受
け
た
果
関
、
青
少
年
の
非
行
輔
君
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
を
持
っ
て
昔
、
震

Zで
一
一
貫

1

樹
試
験
崩
跡
に
韓
合
公
開
の
理
認
を
す
，
昨
年
駐
車
場
法
の
指
定
垂
受
け
た
白
十
人
位
定
数
が
同
唱
え
て
し
ま
い
ま
す
。

第
る
も
の
で
、
}
万
六
千
人
が
怒
繁
華
問
題
に
対
応
す
る
で
、
東
距
遂
事
胡
b
に
パ
!
キ
ン
グ
メ
一
部
に
や
る
の
は
難
し
い
の
で
、
人

九
る
野
球
崩
と
公
認
白
緯
上
競
技
調
、
関
四
つ
め
は
、
大
書
な
社
入
居
問
題
に
な
!
タ
!
(
時
間
駐
車
)
を
取
り
付
け
た
員
持
給
与
も
計
画
的
な
是
正
そ
し
て
い

時
速
白
駐
車
場
、
サ
プ
グ
一
フ
ロ
ン
ド
、
植
っ
て
い
る
尋
問
山
手
あ
非
行
化
問
題
で
い
と
患
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
情
を
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

甑
輯
な
ど
一
期
工
事
高
尋
問
で
仕
上
げ
す
。
草
案
喜
朗
年
寄
に
な
っ
考
え
て
、
相
模
望
書
川
こ

T
、

判
る
つ
も
り
で
す
。
で
き
れ
ば
警
五
万
て
お
む
、
豊
齢
化
が
自
立
ち
ま
す
。
梧
が
必
要
だ
と
思
う
し
、
大
磯
ま
も
市
政
へ
の
市
民

街
坪
の
南
抽
白
払
い
で
げ
も
草
金
打
っ
て
モ
れ
を
身
近
に
福
じ
た
白
は
、
中
学
き
て
い
る
西
凋
ハ
イ
パ
ス
を
茅
ヶ
崎
由

間
お
き
た
い
と
怒
っ
て
い
ま
す
。
椛
の
卒
業
式
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
学
先
ま
で
つ
な
ぎ
、
通
過
盟
関
白
著
者
参
加
と
協
力
を

間
一
切
一
、
道
部
丘
陵
地
の
義
代
の
思
い
出
に
閉
が
あ
る
か
と
い
少
き
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
開
山
震
に
市
長
さ
ん
か
ら
雨
雲

間

開

発

を

目

指

し

て

科

日

間

れ

れ

軒

目

H
L品
川
町
町
内
科
十
時
前
町
向
日
い
い
日
れ
れ
諸
問
問
十

配
一
一
一
つ
め
は
、
素
地
区
皇
喜
一
し
な
け
れ
ば
式
が
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
う
や

4

一
宮
町
と
一
緒
で
な
け
れ
ば
癖
号
室
、
善
活
動
へ
由
君
主
狭

間
部
を
含
ん
だ
頭
部
ま
綾
地
の
開
発
を
時
な
こ
と
は
異
常
事
盟
君
す
。

ιれ
か
ら
な
い
問
題
、
ま
た
、
伊
勢
原
市
や
棄
野
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
市
政
に
、

と
か
手
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
年
ど
う
い
う
手
法
で
取
り
組
ん
立
行
〈
か
市
、
厚
木
市
と
経
ま
な
け
れ
ば
処
理
で
つ
い
て
十
分
』
相
互
い
に
理
解
し
合
え
な

前
に
苔
八
十
幹
ほ
ど
が
大
手
の
企
業
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
き
な
い
問
題
な
ど
、
韓
接
市
町
と
押
よ
い
点
も
あ
り
ま
す
白
で
、
広
報
広
聴
を

買
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
黙
を
贈
す
も
、
真
剣
に
教
宵
を
論
じ
合
う
一

4
つ
に
〈
揖
ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
@
通
じ
て
、
理
解
を
求
め
て
い
〈
活
動
も

と
い
う
乙
と
と
、
県
白
人
口
抑
制
覇
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
患
い
ま
す
。
遊
び
崩
を
追
わ
れ
も
f
字
位
た
ち
に
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
広
聴
の
苦
情
な

ら
開
票
ス
ト
ッ
プ
さ
毛
主
い
ま
陶
山
私
た
ち
主
婦
の
議
と
し
て
は
、
著
持
た
せ
よ
5
と
、
将
来
の
間
ど
半
分
以
上
は
説
明
す
れ
ば
解
視
す
る

し
た
。
そ
れ
以
横
十
年
も
の
閥
、
開
発
は
、
一
番
関
心
白
あ
る
問
題
哲
す
ね
。
閣
と
し
で
「
曲
げ
る
海
」
に
し
た
い
と
問
題
壱
す
か
ら
向
。

も
師
も
さ
れ
ず
放
置
曳
い
れ
た
ま
ま
で
市
斐
そ
う
で
す
。
市
民
自
協
力
を
樽
考
え
て
い
ま
す
が
。
陶
山

ιう
い
う
ζ

と
は
い
け
な
い
の

捕
時
ふ
開
山
再
選
さ
れ
た
市
畳
と
し
て
こ
れ
霊
童
書
ん
で
お
り
、
新
し
い
ま
す
a

己
れ
で
い
い
む
で
し
ょ
う
か
。
揖
な
け
在
喜
な
い
仕
事
手
。

p
t
開
山
事
が
あ
っ
て
講
し
い
で
す
ね
。
で
す
が
、
主
婦
は
ど
う
し

τ書
提
閣

官
時
訪
問
何
十
日
は
一
時
富
良
品
目
立
製
設
持
品
目
UHUUHUれ
れ

は

諸

説

封

切

れ

聞

は

行

政

改

革

に

厳

M
M
U
M
-同市町初日

品
下
刊
誌
は
誠
一
一
山
中
間
一
時
…
雨
期
間
出
一
M
M
…
均
一
時
間
陶
ド
汁
詳
し
時
十
日
時
と

ζ

環
目
前
葺
基
本
的
に
は
第
一
一
訳
書
開
発

叶
も
計
廓
を
基
調
に
進
め
ま
す
が
、
今
回
の

長

州

選

挙

に

品

た

り

四

つ

の

政

簡

を

か

か

げ

い

刈
こ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
申
心
商
広
街
由

石
が
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
輯
居
拒
閣
の

停
滞
は
、
私
が
い
う
ま
者
名
な
く
、
商

サ
ー
ク
ル
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
τ

で

き
る
だ
け
管
制
的
な
も
自
に
は
し
ゅ

ff

な
い
と
患
っ
て
い
ま
す

E

捕
人
の
登
用

も
考
え
た
い
し
、
そ
う
い
う
時
期
に
き

て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
や
れ
る

人
も
曹
っ
て
い
ま
す
。
世
田
中
白
半
分

は
女
性
で
す
し
、
女
性
独
自
の
活
動
も

あ
り
一
ま
ず
か
ら
、
そ
れ
ら
し
い
配
躍
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。

開
山
市
長
さ
ん
ζ

ん
に
ち
は

0

さ
つ
む
紅
告
町
駐
車
場
白
鷺
認
な
ど
、
五
事
ど
、
回
障
の
長
は
ど
う
し

τも
品
開
性
に
い
ず
れ
に
し
て
も
、
南
と
し
て
は
、

そ
く
で
す
が
、
昭
和
二
十
二
年
公
選
前
業
二
十
四
行
事
に
お
よ
び
ま
し
ゃ
f
ヨ

な

D
が
ち
ぜ
ず
か
、
有
能
な
女
性
を
愛
市
髭
が
や
わ
νや
す
い
よ
う
な
損
所
の
提

長
誕
生
以
来
、
本
市
で
は
初
め
て
無
投
な
か
で
も
、
大
き
な
も
の
は
長
い
開
閉
す
る
と
い
う
考
え
方
は
い
か
が
で
し
供
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
恩
い
ま

票
当
選
と
い
う
己
と
で
、
一
一
期
呂
の
市
の
懸
案
だ
っ
た
総
合
会
閣
の
用
地
取
樽
ょ
う
。
す
。

畳
に
就
任
苦
れ
た
わ
け
で
す
が
と
随
想
が
で
き
た
ζ

と
で
す
ね
。

ζ

れ
か
ら
の
市
亜
大
切
な
ζ

と
で
す
一
向
。
た
だ
、

は

。

四

年

閣

で

一

期

工

事

の

野

球

調

と

樋

上

市
豊
四
年
間
市
政
空
需
当
し
て
、
そ
競
技
揖
制
作
げ
は
搾
り
上
げ
る
予
定
で
い

れ
が
一
応
諾
争
担
れ
、
無
投
票
で
ニ
期
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
生
き
が
い
車
業
日
回

目
白
座
を
与
え
ら
れ
た
乙
と
は
、
響
ぴ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ζ
と
や
一
一
償
問
の
稽

で
す
ね
。
一
生
前
間
命
や
ろ
豆
つ
と
い
う
気
祉
義
金
者
設
説
し
た
ζ

と
、
体
匝
静
議

持
ち
も
起
き
玉
喜
す
。
た
だ
、
全
蔀
所
の
夜
間
診
瞭
が
発
足
し

t
乙
と
な
ど

り
人
に
信
任
さ
れ
た
と
い

2甘
え
た
考
古
ず
。

ー
を
持
つ
て
は
い
け
な
い
と
患
っ
て
い
開
山
四
年
間
に
い
ろ
い
ろ
事
業
を
や

ま

す

。

っ

て

お

ら

れ

る

よ

う

で

ず

向

。

モ

の

中

過

去

四

年

間

に

打

点

気

づ

か

れ

た

ζ
毒
あ
り
ま
す

諸

事

業

を

施

行

事

そ

う

で

す

ね

。

市

民

白

み

な

さ

ん
が
、
市
白
行
閣
で
L
割
合
と
協
力
し
て

岡
山
市
長
さ
ん
、
四
年
聞
を
撮
り
返
〈
れ
る
よ
主
に
な
っ
て
垂
た
と
と
で

っ
て
丞
て
、
市
の
発
展
は
い
か
が
で
し
ず
。
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
で
き
あ
が

よ
う
.

h

u

、
モ
一
四
な
か
で
サ
ー
ク
ル
活
動
な

市
畏
昨
年
は
雨
制
五
十
周
年
由
弘
通
五
り
、
グ
ル
ー
プ
暗
弱
な
り
が
新
た
に
生

ま
し
た
が
、
私
は
ζ

れ
を
一
つ
の
節

g
ま
れ
て
き
で
、
問
民
の
み
な
さ
ん
か
b

と
し
て
、
新
し
い
時
代
に
進
も
う
と
、
白
自
主
的
な
動
き
と
か
、
芽
生
え
を
翼

お
祝
い
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
時
と
し
て
一
受
げ
と
め
て
い
ま
す
。

た
、
己
白
一
機
会
に
、
時
第
九
な
っ
て
い

a

こ
こ

る

も

の

は

寄

り

ょ

っ

と

、

霊

童

女

性

の

登

用

を

自
制
定
、
市
民
白
木
・
市
民
の
花
、
友

J
P
Y考

え
て
ほ
し
、

市
民
体
聾
の
郷
田
締
結
、
中
ニ
イ

市
民
プ
目
フ
ザ
を
合
間
山
そ
£
つ
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
活
動
な

市
民
一
由
法
回
伊
集
め
た
市
長
選
挙
は
、
対
立
健
補
者
が
な
〈
、
昭
和
二
十
一
一
年
公
選
市
長
誕
生
以
来
初

白
て
由
鮪
投
禦
当
選
で
、
お
川
京
一
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
ζ一
で
、
構
図
十
議
第
〈
み
ず
ほ
小
学

校
)
の
醤
歪
由
人
を
吉
れ
た
鴎
山
穆
ナ
事
ん
ハ
真
田
・
主
婦
)
に
、
イ
Y
タ
ピ
ュ

1
ア
ー
を
お
暗
い
し

ず
¥
石
川
市
長
か
ら
一
一
期
留
の
抱
負
な
ど
秒
鶴
い
て
い
た
だ
幸
手
し
た
。

d
 

人口辺2，556人
世帯 69，997世帯
(58'年 4.FJl日混在〉

ミエニパイウ安全運転3つのポイント

①交楼点O'1:t費全確認をする

必ず一時博止をし、左右の安全灘認とお折す
ると曹は箆滋の対向車に気をつける.

②へJl-メットをかぶる

ニ輪車による死亡事故の約70%は頭部揖輔
が原図。必デへんメットをかぶろう.

③制限遼E聖母時速30キロ

制限速度を守!?安量当フ富較に努めよう.とき 5月1113(水)----20日〈金〉まで

①交通安全は、家庭、学校、職場から

②気をつけて、ひと声、どこでも、どの子にも

③思いやちと、安全確認で事故防止



市
民
が
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
と
し
て
設
問
し
た
統
一
地
方
選

挙
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
刃
十
四
百
告
示
さ
れ
た
が
、

市
長
選
は
対
立
候
補
者
が
な
く
無
投
票
当
選
が
十
五
日
決
ま
っ

た
。
市
議
会
議
員
選
挙
は
定
数
悶
十
人
の
と
こ
ろ
四
十
一
一
一
人
の
立

候
補
者
で
少
数
激
戦
と
な
っ
た
が
、
四
月
二
十
四
日
の
投
票
の
結

果
、
新
人
十
人
、
現
職
二
十
八
人
、
元
一
一
人
が
見
事
栄
冠
を
獲
得
、

四
十
人
の
市
議
会
議
員
が
誕
生
し
た
。
今
回
は
、
市
長
選
、
が
無

投
票
と
な
っ
た
た
め
か
、
前
照
の
投
票
率
七
七

-m割
引
を
大
き
く

ん
だ
縄
人

下
回
り
、
六
七
・
八
軒
と
低
裁
だ
っ
た
。
当
、
塁
走
、
四
月
二
十

七
日
新
鮮
な
足
ど
り
で
初
受
庁
を
す
ま
せ
、
議
場
で
関
回
選
管
妥

員
長
か
ら
当
選
註
議
の
付
与
を
受
け
、
議
員
バ
ッ
ジ
を
胸
に
し

た
。
再
選
さ
れ
た
石
川
市
長
は
四
月
三
十
日
午
前
十
時
、
職
員
や

関
係
者
が
迎
え
る
な
か
を
初
笠
庁
し
、
職
員
に
「
市
民
の
信
頼
の

な
い
所
に
行
政
は
存
在
し
な
い
。
初
心
に
か
え
っ
て
二
期
自
も

き
れ
い
な
行
政
を
進
め
た
い
」
と
訓
示
し
職
務
に
つ
い
た
。
こ
れ

か
ら
四
年
間
、
市
民
の
代
表
と
し
て
活
躍
を
棚
期
待
し
た
い
。

{小数点以下聖書2殺を怨鎗書記入}

守 権 者 数 i 投票者数寸
(百十 (言十)

3，528人 2.586人 73.3%)

2，044A 11，405人 68.7%)

2，945A 11.974人 67，0%)

孔343A1 1. 954人 58.5%)

3，409人 2，132人 62，5%)

2，878九 L782人 61.9%)

2，426A 11，537人 63.4%)

3，745人 2，369人 63.3%:

3，197人 2，212人 69.2%)

4，087人 2，746人 67.2%)
2，156人1.156人 53，6%)

3，307、2.124人 64.2%)

2，287A 11，蹴人 70.2%)

3，199人 2，14C人品ι自%)

4，002人 2，68C人 67.0%)

4，093人 2，714人 66.3%)

3，194人 2，179A(68.2%)

2，828人1.822人 64.4%:

4，814人 3.245A(67ι%)

3，965人 2.54C人 64.1%)

3，984人 2.728片側.5%)

4，871人 3.516人 72.2%)

札口7告人 2，131人 69.2%:

3，522人 2.49G人(70，7%)

5，246人 3，695人 70.4%)

孔334人 2，606人 60.1%)

2，574人 1，8幻人 73.7%)

5，257人 3.842人 73.1%)

3，3自3人 2，322人 70，3%)

3，043人 2，420人 79.5%)

5，043人 3，635人 72，1%)

5，060人 3.206人事3.4%)

2，702人1.862人 68.9%)

3 鉛自人 2.2日哲人 55.4%) 

4，125人工 自72人 72君%)

1，414人1.077人 76.2%)

2，046人1.574人 76.9%)

2，965入 2.12哲人 71.8%) 

3，032人 2.121人 70，0%)

3，115人 1，933人事2.1%)

4，547人 3，584人 78ι%)

2，583人1.851人 71.7%)

3，731人 2.363人 63.3%)

101，065人

有権者i 投薬者数
(女) 1 女)

1，846人 1，417人(76.8%)

1，026人 i737人(71.8%)
1，432人 11，044人(72告%)

1，720人 11，自犯人(60.4%)

1，753人 11，142人(65.1%)

1，484人 1 943人(63.5%)

1，240人 I 856人(69.0%)

1，877人 11，267人(67.5%)

1，6犯人 11，173人(71.6%)

1，997人 11，423人(71.3%)
1，118人 i612人(54.7%)

1，694人 11，131人(66.8%)

丸山吉人 1 861人(71.8%)

1，622人 11，127人(69.5%)

2，050人 11，437人(70.1%)

2，031人 i1，397人(68.8%)

1，637人 11，152人(70.4%)

1，346人 1 889人(66.0%)

2，384人 11，鎚9人(70，8%)

1，981人 11，304人(65.8%)

1，931人 11，402人(72，6%)

2，038人 11，532人(75.2%)

1，479人 11，083人(73，2%)

1，482人 i1，15自人(77.6%)

2，403人 11，800人(74，9%)

2，055人 11，327人(64.6%)

1，242人 1 967人(77.9%)

2，668A 11，991人(74ι%)

1，り7A11，187人(71.6%)
1，4能人 1，227人(82，7%)

2，52J人 J，884人(74.7%)
2，515人 1，625人(64.6%)

1，394人 997人(71.5%)

2，自由4A11，144人(57.l%)

2，025人1.503人(74‘2%)

725人 557人(76.8%)

1，008人 7犯人(77ι%)

1，416人 1，026人(72ι%)

1，468人 1，告70人(72，9%)

1，305人事61人(73，6%)

2，299人 1，861人(喜0.9%)

1，23C人 942人(76，6%)
1，903人 1，260人(66.2%)

51，918人

色11.8%

，Oll人

70.8% 

有権者 投票者数
(男男)

1，682人1.169人的 5%)

1.018A I 668人 65.6%)

1， 513人 事3日人 61.5%)

1.623人事15人 56.4%)

1，656人 990人 59.8%)

1，3加入 車39人{倒 .2%)

1.l86A 1 681人 57.4%)

1務自人 1.102人 59.0%)

1，558A 11，039人邸 7%)

2，090人1.323人 63.3%)

1.038人 544人 52.4%)

1，613、 993人 61.6%)
1.088人 744人 6ι4%)

1，577人 1，013A(64.2%)
1，952人 1，243人 63.7%)

2，062人1，317人 63.9%)

1，557人1.027人 5ι0%)

1，482人 933人 63.0%)

2.430人1.556人制日%)

1，号制人 J，236A(62.3%) 

2，053人1.326人 64.6%)

2，833人1，984人 70ι%)

1，600人 1糊人昔5.5%)

2，040人 1，340A(65.7%)

2，843人 1，895A(66.7%)
2，279人 1.27告人 56.1%) 

1，332人 事唱似 69，8%)
2，589人 1，851人 7L5%)
1，646人1.135人 69.0%)

1，55告人 1.1幻人 76.5%)

丸522人1，751人 69.4%)

2，5，45人1.581人 62.1%)

1，308人 865人 66.1%)

1，984人1，065人 53.7%)

2，1自由人 1.469人 70，0%) 

689人 52町人 75.5%)

1，038人 792人 76.3%)

1，54宮人 1，1脅3人 71.2%)
1，564人1，051人 67.2%)

1，810人 972人 53，7%)

2，248人 1，723人 76.69の
仁353人 事鈎人 67，2%)

1，828人 1，103人 60.3%)

49，147人

73，328人

64.号%

①花水古母子寮

②平塚工業高校

③なでしこ小学校

④花木小学校

③花水公民館

⑤県立幾業会館

⑦須糞公民館

l…育翻⑨港小学校

⑬松原公民館

③平塚市役所

⑫崇善公民館

⑬見照合体育館

⑬平塚保健所

⑬柳町保育濁

⑬春日野中学校

⑫平塚看護専門学校

⑬南原公民館

⑬ひばり幼稚園

⑧中原小学校

②大野中学校

⑫大野公民館

⑫八機公民館

⑧八婚小学校

⑧大野小学校

⑫神田公民館

⑫大神集会所

⑧横内白地集会所

⑧城島公民鎗

⑮重量箆公民館

⑧金回公民館

@組公民館

⑧山城中学校

⑧務原小学校

⑧悠小学校

⑧吉沢公民館

⑧土崖公民館

⑧金居小学校

⑧金自公民館

⑫みずほ小学校

@岡崎公民舘

⑫綴模小学校

⑧山下路地集会所

平塚市投票数

盟主主塑性己主制人
平塚市投 3票率

投票所

得議を巣たした石)11京一市長の初受ff
無投繁で再選された石川京一市長は、 4月30日2期自由

スタ」トを切る初登庁式唱を行った。庁骨前では青木一郎、

長田祐腎助役ら幹部職員に抱苧で迎えられた。

第
十
回
統
一
地
万
退
挙
は
、
市
浅
る
重
要
な
選
挙
で
あ
る
だ
け
に
購
念
て
自
発
雷
植
田
行
使
を
自
ら
放
轄
し

;
t

2
協

力

議

案

了

皇

子

と

い

わ

苦

言

ま

え

た

ζ

と
と
な

8
5・
ゐ

彰

v
i
A

が
、
そ
の
借
雨
情
は
、
県
議
選
六
七
・
特
に
、
本
市
の
揖
告
は
、
雨
量
選
有
擢
者
問
、
与
え
争
れ
た
曜
剰
を
一
、
J

ム
プ
一
J
i
l
i
a

O
七
%
、
議
選
ハ
七
・
八
一
言
葉
無
競
争
、
無
投
票
で
あ
っ
た
が
行
使
す
る

E
が
、
地
方
富
喜

F
Lト
九
一
ア
ド
ぃ

μμ

史
上
書
濯
と
い
う
一
芸
替
の
記
録
た
め
市
民
自
盛
り
あ
が
り
が
、
い
ま
て
、
健
全
な
地
方
行
政
由
警
に
審

J出
J
J
G
F
J

望
新
自
結
渠
と
な
り
誠
に
撃
を
い
一
つ
不
足
す
る
も
白
が
春
υ
、
そ
れ
加
し
、
ひ
い
ず
ほ
自
売
の
撃
を
度

iiA綱
高
欄
史

的
き
る
を
博
ま
せ
ん
。

!
?
l
s
a
i
，，

!

?

i

4

1

1

1

1

2
し

ゃ

偏

向

は

、

今

宮

地

方

嘩

方

選

挙

を

髄

え

て

3す
。
し
た
が
っ
て
、
室
、

選
単
で
は
、
県
下
各
市
共
通
白
ょ
う
一
号
寸
一

q
-
:

寸'
J

市
輯
会
輔
富
岡
の
み
な
き
瓦
に
は
、
濃

で

あ

り

ま

し

た

が

、

乙

の

統

一

地

方

選

準

霊

童

書

襲

警

震

で

で

市

告

示

さ

れ

た

ζ
と

選

挙

は

、

経

皆

本

復

下

に

お

け

る

今

隠

国

嘉

一

が

正

し

ミ

生

か

苦

れ

、

ま

た

、

市

箆

桂

白

地

方

歓

叫

回

目

あ

り

方

世

間

わ

れ

担

額

い

が

注

し

〈

開

放

に

反

眠

実

r

n

が
た
め
市
民
自
曹
識
が
低
輯
で
あ
っ
映
さ
せ
る
唯
一
白
…
構
金
で
も
あ
る
訳
る
ζ

と
に
よ
り
、
市
民
主
m置
に
認

か
、
い
ろ
い
ろ
と
旦
古
史
書
れ
て
お
重
被
害
れ
な
け
れ
ば
宇
り
な
い
の
で
そ
れ
が
た
治
九
は
、
離
し
い
ζ
とで

b
幸
す
が
、
い
ず
れ
白
理
由
が
あ
っ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
は
あ
り
ま
す
が
、
己
申
睡
眠
、
輯
圏
各

た
に
せ
よ
投
票
事
由
低
下
は
、
ぜ
っ
以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
ま
し
た
位
も
輯
持
者
も
一
大
奮
起
事
れ
一
丸

か
〈
帯
構
者
に
与
え
ち
れ
た
唯
一
の
が
、
い
T
れ
L
し
で
も
、
新
レ
い
市
と
な
っ
て
と
活
殿
〈
だ
さ
る
ζ

とを

制
度
、
並
び
に
庖
油
部
行
政
に
対
し
長
、
医
融
会
議
簡
が
誕
字
レ
た
訳
で
期
待
い
た
し
ま
す
。



府}II 勝謁
民社党仁現コ 8鍛

平壇市立野町 1

7 会社員 5自顔

木村綴3合
主士会党〈褒) 3期
平器市土居1161
金社員 45殺

綴涼徐i舎
無所麟〈新) 1期

平塚市西八播 3--
1 会社役員51歳

落合議延
無所隅 n思) 3期

平誼前田村67
農業 52議

高梨与問部
無所閣〈元) 3郷

平埋市殴之宮771
糟開業図説

杉山和夫
無所属〈新) 1期

平塩市花水台29-
会社役員61麓

衿保喜憲太郎
民社党 C混) 3期
平壇市本以語殴J30-
8 会社員 57歳

言言尽 常藤
公樹党〈滋) 3期

平壇市千石河揮37

-8会社役員57競

1憲議光俊
ゴ区間党仁新)期

平壇市高村203
団体役簡 41歳

奥山 富膏治
公明党仁現) 2耳耳

平芸家市平塩2005
E耳障役員 40歳

長塚洋三
民社党(新) 1鍛
平器市花水台34
l 会社員 48綾

加藤登宏
無所鶴仁新) 1期
平車市伝部海2690
農業 51歳

山口 幸幸男
無所圏 E新) 1期
平壇市機波間277
商業 54歳

高橋盛司
無所輯 E混) 2期

平壇市1m.之宮940
金社役員 55歳

伊藤嘉治
無所属〈環) 3耕

平場市真土680
農業 55歳

前回 晃
公明党仁現) 3期

平器市四之宮1117
団体役員 42歳

鍛

一

歳

夫
5
江

田

常

船

鋼

業
販溜ぬ

ヰ自原 ま車窓
民社党〈元) 3期

平塩市西之寓613
会 社 員 副 議

脇 E霊童量
無所属(新) 1期

平壇市御殿 2-7
7 建襲業55畿

向本清司
無所寓〈混) 3期

平場市真由536
6111本役員 50歳

柳)11 芳徳
自民局 C現) 2期

平壇市北金目1310
公社役員 52歳

神谷 怪
無所趨(現) 4期

平壇市長持217-7
団 体 役 員 54歳

後藤総彦
社会党〈現コ 2期

平車市抽:r揖 ll-
4 主主体役員40讃

豊島 勝
社会党〈灘) 2期

平器市霊豊田本郷

1180 農 業 62識

柳川藤一
社品党〈環) 2期

平壇市甫金包889
薬局経営 57競

関車露日、見郁台体膏館前の潔報頓に箆入品市震のみな詰ん

穏E査一郎
自民党(現) 5獄

平境市照之宮851
金社役員 61歳

小林義治
民社党(現) 2期

平車市豊田打間木

713品役員 52歳

鈴木金次
無所鴎仁王見) 2期

平車市窪田小嶺

388 農業 66揖

2 
小林 豊章一

無所関(混) 4郷

平器市岡崎3014
賜業 63歳

高橋 著書孝
社会党 E混) 2銅

平器市花水台13-
17 公 社 職 員31讃

:

閣

ト

噛

E

;

1

4

 

j
〉

揖

蝿

混

平

役

上
駅
位
一
師

一
品
購
曙
印

和喜吉 緩笥
離所購〈現) 5郷

平車市代官省J21-

4 護送講 65議

問先 望書
共窪党 C現) 3郷

平器市構内3824
百追悼役員 42歳

ニ土屋 照久
無所輯〈議) 6耳耳

平車市東中原2-
17 会社役員57歳

第 一成
共産党 C新) 1期

平車市ふじみ野2
-11国待苅議員37議

市
議
会
議
員
選

挙
の
開
票
結
果

4会社役員 73議

当
一
一
一
一
ニ
七
回
府
川
勝
詞

当
一
一
一
二
一
一
八
木
封
勝
治

当
一
一
一
一
六
八
相
原
措
措

当
一
一
一
一
六
八
落
合
員
延

当
一
一
一
一
一
一
六
穂
波
光
控

当
一
一
九
七
七
奥
山
晴
泊

当
二
九
七
六
長
壇
揮
一
一
一

当
一
一
九
一
九
加
藤
議
官

当
二
七
七
回
高
梨
与
問
崩

当
一
一
六
八
一
一
事
山
和
夫

当
ニ
六
六
一
一
一
神
操
徳
太
部

当
一
一
五
八
八
寵
筒
常
識

当
二
五
一
一
一
四
山
口
幸
間

当
ニ
五
一
五
高
橋
盛
司

当
一
一
五
δ
八
伊
藤
田
園
措

当

二

四

九

割

前

田

晃

労
一
一
回

0
0
片
意
常
夫

当
一
一
一
一
一
八
九
相
厳
摺
苔

当
二
一
一
一
八
五
岡
本
構
司

当
二
三
五
回
掛
川
芳
穏

当
二
一
一
一
五
関
脇
農
撞

当
一
一
三
五
一
一
一
鈴
木
十
四
部

当
ニ
一
一
九
回
神
谷
間
盟

当
一
一
二
七
三
控
藤
欄
彦

当
二
一
七
一
豊
百
聞
勝

当
一
ご
六
六
柳
川
藤
一

当
一
二
六
六
揖
山
臨
時
英

当
一
一
一
六
O
相
厳
一
部

当
二
一
一
一
一
八
小
林
義
融

当
一
一
一
一
一
鈴
木
金
故

当
一
一
一

O
一
一
一
小
林
誠
一

当
一
一

O
一
O
高
構
構
事

当

ニ

0
0
0
2上
涯

当
一
九
八
O
和
間
接
罰
則

当
一
八
四
一
一
一
笥
耳
欝

当
一
八
一
二
藤
沢
捜
範

当
一
七
八
一
土
麗
照
久

当

一

七

七

五

郷

一

属

当
一
七
六
六
問
中
幸
雄

一
六
宝
九
山
田
忠
抽

一
六
七

σ
高
久
二
廊

一
一
三
六
輔
ホ
昇
滋

一
O
四
五
渡
辺
爵
笥

一
O
一、

Q
ハ一

一0
0
、一



山田ちた一
…
凶
塁
手
呂
田
議
一
地
方
選
挙
に

咋
よ
っ
て
新
し
い
四
十
人
の
市
議
会
輯

器
開
が
誕
呈
し
た
i

閉
そ
乙
で
、
二
十
歳
重
克
訴
有
権
者

は
と
な
ら
れ
た
方
々
か
ら
、
新
し
い
市
陸

棚
に
期
待
す
る
も
の
や
、
著
書
と
し

綬
て
の
感
惑
な
ど
を
司
っ
た
。
ま
た
、

醐
「
市
政
に
ひ
と
己
主
と
題
し
て
、
市

る
民
か
ら
投
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

制
紹
介
し
よ
う
。

費
一
方
、
協
同
関
山
県
場
所
と
し
て
利
用

3

菩
れ
て
い
る
呂
田
約
台
悼
宵
館
は
、
朝
早

と
く
か
ら
人
の
張
、
九
時
三
十
丹
か
ら
一

配

時

間

2L重
さ
れ
る
返
護
軍

時
人
の
波
支
身
動
き
も
で
き
な
い
ほ
ど
。

1

開
雇
用
は
順
調
に
進
み
、
午
撞
一
時
二
十

丹
に
は
最
終
結
果
が
発
費
害
れ
、
人
目

波
は
去
っ
た
。

今
回
は
、
な
ぜ
か
開
票
中
に
あ
る
候

補
者
が
倒
れ
て
、
救
急
車
で
持
続
に
溜

ば
れ
た
な
ど
の
ヂ
マ
が
ア
ッ
と
い
う
聞

に
広
ま
り
、
速
報
板
の
前
の
市
民
が
騒

然
と
す
る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

流
五
百
飛
語
と
は
恐
る
L
い
も
む
だ
。

務署築立金人も投薬枚数がき多いので大変

し
か
し
、
市
弱
由
た
め
と
は
い
え
1

た
め
に
、
懇
奮
闘
培
と
せ
ず
、

ず
る
韻
寝
泊
ザ
採
択
し
た
D
、

め
由
反
対
で
あ
っ
た
D
、徒

に
お
む
D
、
正
し
い
意
見
か

し
た
。
私
は
、

ιの
方
の
心
配
D
者
ラ
し
で
は
な
り
ま
ぜ
ん

E

常「

れ
し
〈
一
思
い
ま
し
た
が
、
驚
い
た
ζ
と
控
持
っ
て
、
市
敢
に
新
鮮
作

に
、
そ
の
方
の
庶
品
躍
は
、
皆
が
芋
弁
当
り
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
専
守
。

言
接
加
し
T
い
た
と
白
ζ
と
で
す
。
お

ζ
由
良
一
糸
口
平
草
の
衝
が
、
糟
地

金
の
か
か
ら
ぬ
選
挙
遊
動
、
市
民
の
苧
も
物
寓
的
に
も
更
に
充
実
宮
守
安
J

、

作
り
の
選
挙
空
襲
践
で
垂
る
な
ん
て
、
明
る
く
一
活
発
な
議
会
訟
治
を
期
時
し
4

5

ど
ん
な
に
素
晴
争
し
い
こ
と
で
し
ょ
す
。
そ
の
た
め
に
、
恋
し
い
見
識
を
品

村
霊
長
度
の
統
一
抽
選
挙
も
帯
主
主
人
婦
に
引
か
れ
る
の
で
し
ょ
っ
人
主
合
管
、
表
敬
喜

吋
一
宮
、
我
持
率
援
で
も
新
議
員
事
う
か
、
号
、

ζ
ι
に
ど
の
人
M

と
っ
て
頂
く
よ
う
、
自
雲
一
要
奈

川
一
一
〈
誕
生
し
、
石
川
市
長
伊
筆
頭
に
新
市
い
う
人
セ
選
出
で
き
る
地
方
選
挙
の
良
に
し
た
い
と
患
い
ま
す
。

弘
一
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
を
見
ま
し
た
c

f
-

今
語
、
選
挙
権
者
醇
て
誌
で
害

A
Z
P
Z
号
童
話

A
3

げ

一

加

し

た

選

考

し

た

が

、

芸

人

と

い

酪

畿

内

い

舗

網

羅

的

に

襲

加

ト
ド
ぅ
、
政
治
ぞ
島
近
に
鴎
じ
る
ζ
と

が

で

一

I

l

l

i

-

-

時

き

量

い

構

参

宮

し

た

。

妻

、

「

(
j
l
j審
議
さ
ん
(
接
持
〉

期
間
も
わ
か
ら
ぬ
偶
人
一
年
生
者
す
が
、

一

一

震

と

し

で

、

警

の

方

々

へ

の

期

監

?

内

り

、

草

そ

迎

え

た

人

に

空

関

凶

松
一
持
や
要
望
喜
べ
て
是
い
と
思
い
ま
肱
鰭
薮
品
数
ゾ
る
人
の
教
が
開
少
し
た
を
つ
な
る
#

?

ず

。

轍

鱗

イ

g
句
る
さ
っ
か
、
な
ど
と
議
議
さ
れ
て
い
る
。

位

一

私

た

ち

市

民

の

罪

者

号

室

費

減

欝

F
A
ゑ

i竜
平
警
に
お
い
て
の
ハ
会
事
業
も
、
今

町
一
の
方
々
は
、
一
般
市
民
の
市
政
磐
加
。
卓
襲
警
雪
戸
の
う
ち
に
、
都
市
が
若
い
う
ち
に
護
輔

鶴

一

意

識

を

高

め

る

よ

う

な

、

人

間

凶

に

魅

し

て

お

く

む

戸

、

と

解

釈

す

れ

ば

、

そ

凝
一
力
あ
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
豊
か
な
私
は
、
今
回
耳
か
ら
選
挙
揮
を
持
っ
こ
白
重
要
性
は
、
現
在
だ
け
で
な
〈
未
来

F

人
格
的
教
聾
を
身
に
つ
け
、
前
田
行
致
と
に
な
っ
た
a

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か
に
対
す
る
事
前
予
防
的
な
政
舗
と
し
て

‘
を
閣
広
〈
学
び
、
常
に
進
揖
向
上
し
、
ら
、
初
め
て
市
政
に
関
心
を
持
ち
は
じ
評
輸
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

一
我
執
や
私
利
記
棋
に
と
ら
わ
れ
ず
、
措
め
た
。
前
述
訂
老
人
命
底
捜
間
関
等
と
、
桂

一
力
空
か
さ
に
せ
ず
、
謙
設
な
気
持
ち
、
安
否
L

、
一
月
諮
存
白
P

ひ
ら
つ
か
述
mw公
来
事
業
な
ど
自
社
品
開
発
ほ
、

円
満
な
心
で
、
思
し
い
視
野
に
立
っ
て
語
虫
だ
よ

P
H
が
あ
っ
た
の
で
読
ん
で
事
控
捜
法
と
、
事
前
予
防
と
い
う
性
輔

、
』

、
物
事
者
考
え
、
処
揮
出
来
る
方
で
あ
つ
み
た
。
モ
乙
に
は
、
老
人
問
題
、
医
酵
の
差
ζ
そ
あ
る
が
、

ζ
白
爾
者
が
な
け

一Lm
m
h
一一阿部…
FJ丸
山
一
時
出
掛
勺
材
料
目
的
一
部
諮
問
一
時
HF知的弔問一一誠一時間話問……一一昨昨日一一一一一一地一一一

間

横

山

廃

室

長

防

)

諮

問

持

十

日

J
U刊
誌

刊

誌

日

前

川

ぷ

付

着

し

た

市

政

を

た

予

算

の

活

用

量

み

ま

す

0

2
い

た

説

と

い

っ

て

も

芸

大

声

を

喪

主

立

揖

か

ら

庖

舗

を

量

的

に

処

理

し

で

宣

言

、

雲

市

は

、

翼

民

警

間

宮

、

新

市

革

委

員

白

方

々

が

正

事

に

住

ん

互

か

っ

た

と

語

毒

性

実

っ

て

い

る

還

な

い

か

。

性

警

護

(

翼

土

)

し

t
f
m
Uれ
駐
日
げ
さ
れ
れ
九
れ
十
日
明
日
日
刊
し
れ
…
日
目
的
日
刊
行

γ閥
均
住
れ
れ
い
れ
い
四
日
付
十
持
は
と
れ
吋
守
れ
れ
れ
問
。
一
人

ιい

慨
に
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
去
、
街
洋
り
叩
た
め
に
、
晦
い
の
な
上
つ
雪
耳
障
り
良
さ
昔
、
も
つ
平
境
問
畏
、
事
委
員
選
挙
炉
、
た
。
今
君
、
量
産
需
要
望
れ
は
、
今
ま
で
の
と
ち
と
患
い
、
選
一
て
そ
の
一
号
車
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
た
。

ζ
う
し
た
問
題
を
、
よ
り
一
積
極
う
安
易
暗
か
ら
市
政
に
無
関
心
に
な
っ

…一一諮問一一一一一時十円王山山中町一一一一昨日一一一一み咋語い一一一一四一一山町村

i
i一
諮
問
時
間
柏
市
山
一

制
山
町
内

u
r日
語

長

続

っ

と

具

体

性

を

持

十

日

目

M
M
U
M
-
μ
弓

日

誌

諮

問

、

計

事

山

文

一

五

氏

(

寺

田

縄

〉

日

間

十

ト

片

品

目

市

立

川

れ

に

関

2
3〈

署
長
で
い
有
権
者
と
し
て
二
塁

間
に
君
。
青
少
年
は
も
と
よ
D
、

田

中

童

相

敏

氏

〈

千

葉

ぎ

か

ア

ン

ケ

ー

ト

を

と

り

、

そ

し

で

、

間

存

政

手

腕

そ

も

っ

て

一

一

習

に

立

語

、

重

に

越

し

て

そ

一

年

乱

立

と

連

呼

絶

叫

の

あ

の

「

議

い

し

ぺ

霊

で

き

る

内

帯

電

電

数

多

か

ら

祭

壇

と

、

室

長

糊
一
邦
雄
君
例
を
と
っ
て
み

E、
曲
し
撃
の
皇
ス
ロ
!
ガ
y
と
し
て
者
一
悼
の
共
存
社
会
出
来
る
よ
ち
に
霊
し
ま
し
た
が
、
長
い
草
の
経
験
半
程
し
か
た
っ
て
、
に
い
の

37E干

さ

に

も

、

一

工

事

え

ら

れ

た

む

現

在

、

世

間

語

、

葉

に

対

す

る

市

政

と

に

関

、

ー

心

事

ち

、

投
い
怒
り
義
え
る
。
詰
毒
皆
、
「
福
祉
問
題
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
a

喜
振
り
搾
る
と
か
二
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
と
手
腕
、
誠
実
な
人
柄
に
右
に
出
為
入
量
産
、
霊
前
初
治
て
由
一
塁
ら
と
一
患
っ
B

る
老
人
一
関
空
間
し
、
人
口
分
布
制
緩
い
担
い
手
主

私
利
転
飲
む
た
め
の
為
政
者
で
あ
っ
て

ζ
白
ζ
と
自
体
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
ラ
ァ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
青
年
金
あ
ら
ず
無
時
票
当
選
で
し
た
。
だ
っ
た
。
戦
時
中
之
戦
皆
、
長
い
間
隣
市
予
算
案
に
対
し
て
は
、
一
つ
だ
け
ピ
フ
ミ
ッ
ド
裂
に
な
っ
た
ら
、
つ
ま
ち
た
い
と
思
う

は
な
ら
な
い
と
思
之
島
曜
に
牛
一
章
。

ιと
戸
、
し
か
し
、
市
長
に
し
て
も
、
韓
所
の
純
銃
掃
に
昼
食
会
の
集
い
な
ど
石
川
市
長
に
は
、
二
期
日
の
公
約
の
り
の
茅
ヶ
腕

r一
往
ん
で
い
た
の
で
、
多
お
騒
い
し
た
い
。
そ
れ
は
、
市
民
生
活

恵
ま
れ
な
い
方
、
開
封
切
由
華
庭
の
福
祉
市
議
会
議
員
に
し
て
も
、
踊
が
広
ぐ
か
あ
っ
た
場
合
に
、
雇
用
鉱
大
を
広
ぐ
訴
実
現
吹
常
に
念
頭
に
お
い
て
も
ら
い
た
少
は
守
塚
市
の
事
は
見
聞
し
て
い
た
。
サ
ー
ピ
ス
の
索
点
レ
}
も
思
わ
れ
る
仔
晶

白
脇
田
先
、
人
権
の
尊
重
、
小
さ
な
問
題
つ
、
奥
行
き
由
聞
い
ζ
の
閤
轡
L
対
す
え
て
ゆ
ぐ
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
高
想
を
い
と
怠
い
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
度
の
今
の
牢
塚
駅
前
が
拡
聾
さ
れ
た
と
き
、
セ
ン
タ
ー
(
支
所
)
の
設
慢
で
あ
る
。
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離
華
け
ん
ら
ん
な
竹
節
り
が
、
一
一
一
百

V
応
募
揖
梧
①
県
内
に
在
住
、
在
勤
、

万
人
も
白
観
光
客
を
呼
ぷ
平
壇
七
夕
ま
在
学
す
る
未
婚
の
包
本
女
性

φ
年
齢

つ
り
ロ
平
壇
自
最
大
観
者
行
事
で
あ
る
は
構
日
目
麗
か
ら
お
揖
ま
で

(
7月
7
5

ζ
の
七
夕
ま
つ
わ

d

は
、
今
年
で
一
一
一
十
一
一
一
混
在
〉
③
高
校
生
お
よ
び
以
前
可
ミ
ス

回
目
空
迎
え
る
こ
と
に
な
れ
y
、
む
月
六
七
夕
・
七
夕
白
星
位
選
ば
れ
た
者
は
睦

門
口
(
京
)
か
ら
七
月
十
日
〈
日
〉
ま
で
く

白
五
日
間
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
服
装
梓
般
に
繰
る
(
た
だ
し
、
ス

ま
た
、
七
夕
ま
つ
D
に
華
を
時
え
る
日
ブ
ッ
ク
ス
、
マ
キ
シ
は
除
〈
〉

「
ミ
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
六
月
マ
鮪
め
切
D

6
月
8
日
(
水
)

十
九
臼
〔
臼
)
に
市
蛍
セ
ン
タ
ー
立
行
マ
応
募
方
法
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

わ
れ
る
こ
と
に
な
D
、
こ
の
ほ
ど
コ
ン
日
、
職
業
〈
勤
務
先
)
、
電
話
語
号
、

テ
ス
ト
の
募
集
饗
績
が
決
ま
っ
た
の
で
島
長
、
体
重
、
パ
ス
ト
a

ウ
エ
ス
ト
倉

お

知

ら

せ

す

る

。

ヒ

ッ

プ

由

サ

イ

ズ

を

明

記

し

、

写

真

な
お
、
選
埠
白
時
国
間
、
選
ば
れ
た
ミ
(
カ
ラ
1プ
ロ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

ス
七
夕
、
七
夕
の
開
憶
に
は
賞
状
、
賞
金
ズ
9

上
草
島
)
同
封
む
き
え
、
郵
送
で

の
ほ
か
、
副
賞
と
し
て
ミ
ス
七
夕
に
ハ
申
し
込
む
。

ワ
イ
旅
行
が
用
議
古
恥
て
い
る
。
ぜ
ひ
マ
あ
て
先
平
叙
布
署
市
揖
間
町
9
1

む

応

募

栓

。

ー

平

壇

市

控

訴

七

夕

ま

つ

り

翼

行

番

マ
コ
Y
一
テ
ス
ト

6
月
四
日
(
日
)
員
企
事
務
局
(
龍
語
お
一
一
一
一
内

マ

会

覇

市

琵

セ

ン

タ

ー

錦

五

回

丸

)

九
〉

市

民

繍

談

室

お

!

一

一

一

一

向

綴

ニ

九

一

品

。
人
減
法
諦
抽
援
す
月

U
H
9
0
、
6
月
7
日
(
火
)

〈
〉
一
行
紋
務
轡
抽
制
緩
F
V
M

時
f路
面
町

。
一
輯
法
樟
相
麟

6
R
2母
〈
木
)
、

6
R
M臼
〈
火
〉

予
約
嗣
(
犠
認
で
も
今
〉
、
同
封
時
5
刊即時

。
宅
地
殻
鞠
穏
桜

5
月
羽
目
〈
火
〉
お
時
j
路
面
町

予
約
制
ハ
鰭
穏
で
も
可
〉

。
聴
説
明
記
、
棋
託
、
溺
鐙
摺
絞

5
月
間
山
日
〈
金
)
‘
均
時
5
日開時

。
住
宅
繍
綬

5
月

η
日
(
火
U

日
時
i
M州時

八

V
下
鰯
融
引
制
刑
制
組

5
月
間
四
百
(
木
〉
均
時
羽
分

1
諸
縛

。
定
制
年
金
格
談

6
月
9
臼
〈
木
〉
均
時
ftu時

。
一
融
市
議
畿
管
〈
た
ち
、
土
輔
自
は
ね
時
ま
究
沼

摺
・
祝
日
は
除
〈
〉

〈
〉
消
警
護
盟
関

5
月
初
回
議
、
宮
(
念
、

6
月
3

日
〈
金
〉
、
ぬ
時
1
話
時

〈
〉
暗
場
唱
盟
議
特
許
補
綴

6
R
6自
(
月
〉
玲
時
j
一日品開

青
少
年
務
談
塗
(
帯
用
問
セ
ジ
タ
l
二穆

お

i
七
三
一
一

月
j
金
曜
日
9
時
1
花
時
土
曜
自
は
日
時
ま
で

掃
幅
削
鉱
金
銭
的
ω
!
ニ
一
一
一
一
一
一
三

。
ね
箆
」
と
栂
鮫
毎
週
月
関
西
〈
第
五
争
議
〈
〉
児
時
i
お
持

。
冊
子
擦
駿
毎
週
月
j
金
融
自
9
時
f
5
1時
間
叩
分

。
家
庭
児
務
相
競
毎
週
月
1
金
融
5
9時
j
話
時

。
鶏
齢
者
機
輔
指
鋭
毎
週
R
iム
軍
務
自
9
時
ぬ
分
j
務
時

土
輔
自
は
ロ
時
ま
で

。
者
λ
栂
鮫
認
億
週
火
・
木
闇
呂
〈
た
だ
し
、
祭
8
8噛
朝
合
は

休
み
)
午
前
却
時
I
n時



泌す丸山

ち

工

こ

堀

ふ

喧

A
J
ふ
J

研
市
民
体
聾
露
天
城
鶴
ケ
島
町
で
は
に
ベ
ン
醤
き
と
し
、
事
基
く
。
な

吋
伊
亙
天
措
a
昭
和
田
市
開
俳
句
大
全
世
間
お
、
氏
名
、
俳
号
、
住
所
、
電
話
番

配

〈

ζ
と
に
な
D
、
昨
品
堂
葬
壊
し
て
い
号
、
職
業
、
年
齢
を
記
入
す
る
a

山
J

る
。
な
お
、
特
選
と
な
っ

t句
は
、
天
マ
応
募
先
一
T
川
制
下
辺
静
岡
県
聞
方
郡

引
域
遊
揖
道
に
句
碑
を
品
埋
立
す
る
。
天
揖
韻
ヶ
島
知
市
山
天
揖
観
光
踊
間
金

大

門
V

題
雑
詠
(
事
簡
は
問
わ
な
い
が
犬
@
俳
句
大
A
財
団
関
(
電
語
。
一
品
五
八
八
l

肘
揖
鶴
ヶ
島
義
読
に
し
た
句
に
閤
る
)
子
一
つ
五
六
〉

山

w
v締
め
切
れ
ν

5
月
引
品
目
(
必
着
)
な
お
、

7
月
間
山
自
の
表
彰
式
に
は
、

書

7
会
費
一
千
円
(
現
金
、
高
欝
〉
昭
和
の
瀧
会
践
で
記
念
俳
句
大
会
が
開

マ
応
募
方
法
二
百
平
詰
め
原
稿
用
紙
か
れ
る
。

宝ぜ
4
F
a
弓
暗
示
、
乱
可
d
z
v
B払
可
呼
4
ド
A
弓
J
J和
主
可
等
4
F
A奇
怪
言

為
家
庭
で
も
、
排
水
設
構
等
白
増

改
設
な
ど
τ芦
H
U
う
場
合
に
は
、
市

(6) 

ノレ

使
用
希
望
者
を
募
集
す
る

川川州"附川"川"川tれ川'"川川g付似川lμ川"磯 E員毒 の 事募事 2祭奪叩川"川?付lυj川1

0職種労務作韓員 E市立保育闘白結食

謂理と清掃襲務等に従事)...2名

。受験資格中学校以上を車業し、現に平車市に態住

ずる女子で、 7月 1臼現在戸繍37歳以下田者

。申し込み 5 月 16 日 ~25日までに職員諜人事係へ

申込書(人事孫にあるJを提出する。

く〉駿種….~帯主考会

。資格 ①昭和封印4月 2日以降生まれた健

鹿な男子で、学校教青涯による大学、短期

大学、高等学校を昭和57埠 3月島陣卒業し

た方。②市内居住者及び採用撞市内に居住

できる方。ただし、隣接市町で通勤可能な

方は、 ζ の限Dではないa ③身長 160回以

上、体重55昭以と、胸密80cII以上の方。

。試験・ 6f112日講記試験、押文

・6月21日第2次試験

。受付 5月206か ら31日まで

。申し込み受験申込書を肉防本部庶務課

ζ電話23-1111内親387)へ主人が捧持する。

なお、受験申込露と受験禦は潤防本吉区庶務課

に用窓してある。

お繁 い 物 や お 食 事などのお出か

けの際は、ぜひご京j渇くださし、0

<)~河期降罪悪 午 前8時から午後1む時まで

0料 金@覇初の 1時間まで 2∞内

③以後30分なとに 100円

cl!午後1問時から主翌日午前8碍まで(1夜〉

1侠河内

<>殴費支コイン υ ，1位 100fIIむものを

11枚1.0∞内

平塚市閣議公社

さま金の目標額は、 3年間で2億得。

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための穏祉事業の

広い範閣に使用されている。あなた

の善意を社会福祉基金にご協力を。

現定額 179， 618， 214丹
(58年 4J'l186務主E)

平覇市社金調設協事語金 震童謡 33-1377 

平理市機祉部寵型車操 費量産高 23-1111 



警謹議襲墨

第
十
五
回
平
塩
市
子
ど
も
大
会
が
、
か
み
ど
り
、
空
き
筋
肉
動
車
散
あ
て
ク

宏
司
月
五
日
、
こ
ど
も
の
日
在
中
心
に
市
イ
ズ
、
竹
と
ん
ぼ
作
り
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

内
各
地
区
で
関
か
れ
ま
し
た
。
な
も
の
も
数
多
く
あ
D
、
子
ど
も
大
会

平
誼
市
子
ど
E
大
会
は
、
今
年
で
十
を
カ
ラ
フ
ル
に
し
て
い
ま
し
た
。

五
回
目
。

ζ
P志
の
た
め
の
行
事
と
し
平
壇
市
は
、
昨
町
、
記
会
す
べ
き
市

玉
~
け
で
は
な
え
器
族
長
名
っ
て
長
均
五
十
周
年
空
理
え
、
ニ
十
一
昨
紀
を

し
め
る
慢
し
と
し
て
、
広

f
市
盟
国
に
愛
呂
福
し
て
前
進
骨
拍
め
ま
し
た
二
一
十

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

世

紀

の

平

叫

棋

を

鐙

T

つ
の
は
、

A
q
c
ζ

ラ
ジ
オ
律
操
、
綱
引
き
、

H
レ
}
、
ど
も
た
ち
で
す
。

玉
入
れ
な
と
あ
ほ
か
、
ド
ジ
ョ
ロ
の
つ
未
来
に
羽
ば

4fd、
己
ど
も
た
ち
ノ

蓄量ず

て
一

ゆ
J

一

拍
一
る
と
と
も
に
、

清
一
た
め
、
第
一
一
L

ポ
一
選
手
権
大
会
を
開
く
e

一
一
マ
期
日

5
月
訪
日
〔
臼
)

一
日
一
マ
競
技
開
始
午
前
9
時
泊
分

ネ
一
[
V
金
調
江
陽
中
学
校
グ
ラ
ワ

y
ド

エ
一

い
一
円
V

書
加
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
者
。

若
一
た
だ
し
甲
学
生
は
除
〈
。

制
叫
…
マ
出
場
制
阪

1
種
目

1
出
陣
2
入、

J

一
1
競
障
者
2
種
百
回
以
内
。
た
だ
し
け
J
I

U
一
ー
を
除
く
。
ま
た
男
子
五
T
Mは
制
問

た
一
が
な
い
。

つ
一

合
一
マ
競
技
輔
自

e
里
子
百
M
M
、
四
百

切
一
封
、
八
百
M
M
、
千
五
百
M
M
、
五
千
討
、

j

一
ス
エ

1
デ
ン
リ
レ
l
、
走
り
幅
跳
び
、

一走
D
高
跳
び
、
三
段
跳
び
、
砲
丸
投

一
げ
、
円
躍
夜
げ
・
却
語
以
上
百

一
同
州
、
凶
吉
川
州
、
千
五
百
計
・
拍
揖
以

一
上
芭
封
、
千
五
百

M

'
女
子
六

とき 6Jl12認(日) 9時 30分-15時 30分

ところ 潟湾海岸公趨雨天白ときは見初台部宵館

く〉楽しい俊し査童館酷潰曹、八トントワリング、子世太鼓

みこし、授踊輯おど担、静ゲーム、槙髄J;!g(産地直送野菜、

おでん、焼鳥、三ラムホなどコ

く〉君主も記録iこ挑戦しよう ①ポールスピード澱主主金 品

なたの投げるボ」ノレ白スピートごを公認スピードガンで測

定、書却された万全員に投球速度を認定薮に記入してプレ

ゼ/'f-o 

cz 少年少女マラソン大会 的芸家は小学6年生現女で、書加

者会員に記鋸認定証、事加賀、上位6位までに構状をさし

あげます。 1α時スタートー

③す年少女駅伝大金 少時9:;とマラYン;大会に夢加した方

で、小学校単位にチーム編成する。男女とも lチーム 5人、

盤勝チームに賞状、記念品をさし品げます。当日受付

。家族みんなで参加しよう①体 力測 定、 韓膿 相談 コー

ナ一家族みんなでがんばってみませんか。血ffなどの建

康相誤もします。

③ゲートポーJL.大会 lチ」ム 8名〈監督 1、選手5、

補欠 2)家族やむ近所でチームをきっくり害加して〈ださい。

申申し込みと遼絡先 少年少女マラソン大会、ゲ}トポーノレ

大会は申し込みが白、要です. 5月31日までに市民総長尭言葉つ

!J実行垂員会(樟育課電話31~3060) へ。

問
い
合
わ
せ
は
、
旅
持
セ
ン
タ
ー

〈
電
話
お
二
六
一
…

δ
)
へ。

ぎ 5月3E (金)~5 釘〔尽〉
2泊 3Eヨ〈車中 1泊〉

ところ 残務高岳独穣
・韓合 6月 3日午接8時30分見附台品育館前

帰購 6月 58午後8時 " 

ス 平壇〈ノミス〉一新穂高温泉駅〈

ブクェイ〉ー至宝穂高口駅〈徒会伝〉

西穏山寝独標ー至宝時山荘一回穂

高口駅〈ロープヴぉイ〉一新穂高

盤車駅(パス〉一平潟混泉c1主主〉
~;沼富山一零時家

・番参加盟 18.500内〈交通費、宿泊費等〉

⑫申し込み書加費老添えて、 E主的台拙膏館内

悼膏課〈電話31~3060) へ.先事費

40人0

・群しいことは捧宵軍事へ。

と

関
1 第3月躍臼…一一

蕗E詰iこ利用できます。〈踊料開放J

開放援問 卓球、パドミジトジ、バスケット、

軟式庭球(j-4時〉、パレ」ポ

」ノレ (4-8時〉

来各種目とも、ラケット、シャトル、#-)1-

は必ず茜自持静吾。(部背館には用意して

ありません/)

5J号23日(月〉午後 1a寺~8&寺
草月告自〈島〉午後 1a寺~8時
器用20銭(月〉午後 1時~若草寺
送車霊訪のできる綴裂で酔却し、上ば書F轄の理

(館内は土足離
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、担勘令

、-

#
d
 

ン
ケ

j
ト

お
母
古
ん
方
が
な
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
関
心
秒
去
も
っ
て
い
る
か
お
鶴
き
し
よ
う
と
、
新
年
掃
人
む
つ
ど

い
(
一
月
二
十
日
開
催
〉
に
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
八
百
人
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
騎
い
し
、
百
四
十
六

人
か
ら
自
害
者
支
た
。
宮
署
さ
れ
た
お
母
さ
ん
方
は
、
市
政
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
ら
し
く
、
高
い
数

字
書
閉
し
て
い
る
が
、
あ
な
た
自
費
躍
で
は
ど
め
よ
う
な
結
果
が
で
る
か
、
比
較
さ
れ
て
は
い
か
が
。

醐
削

1
平
境
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
②
燃
え
る
な
み
、
期
め
立
て
な
み
、
貰
が
民
解
。
正
解
者
は
半
数
の
五
O
M
m
。

ん
に
と
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
丹
溺
源
む
み
五
人
(
一
一
嘉
)

一
ト
ン
申
書
た
む
の

を
お
輯
い
し
で
い
る
が
、
次
の
間
つ
の
③
燃
え
る
む
み
、
燃
克
な
い
口
み
包

9

う

ち

と

白

分

間

川

方

議

ん

ろ

う

か

。

土

人

公

一

八

忽

ご

み

処

理

経

畿

は

①
症
な
み
、
燃
え
る
と
み
、
燃
克
な
い
司
細
附
ア
え
る
な
み
、
燃
え
な
い
と
目
当
費
時
間
3
平
塚
市
で
の
一
計
当
た
り
の
む

な
み
、
資
源
と
み
と
答
克
た
人
〈
以
下
頼
む
み
=
八
十
六
人
〈
五
九
%
〉

「
と
答
え
た
人
」
を
省
略
)
:
十
四
人
疋
鱗
ぬ
番
で
八
十
六
人
が
ま
解
。
③

(
一
O
M
W
)
と
答
え
た
方
の
中
に
、
資
源
。
み
白
分

一-a
別
は
と
み
収
集
と
は
別
と
考
え
て
お
ら

れ
る
と
底
解
な
の
で
、
モ
む
方
々
b
t
z

解
に
す
る
と
百
二
十
七
人
と
な
り
、
八

七
必
の
方
が
正
し
い
平
塩
方
式
分
副
収

聾
そ
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
役
帯
当
た
り
の

年

間

の

ご

み

蚤

は

間
2

平
壇
市
四
一
世
帯
当
た
り
で
…
出

す
年
闘
の
む
み
の
盤
は
、
ど
白
ミ
ら
い

だ
と
思
?
っ
か
。

①
約
二
L
Y

二
十
四
人
(
一
六
M
W
)

③
約
一
-
E
J
J

一
一
十
九
人
〈
ニ

o

dm〉③
約
一
計
七
十
一
一
人
(
五
δ
M
3

⑨
約
0
・

E
J
J
+九
人
〈
一

z
事〉

定
解
五
十
六
年
震
の
臨
む
み
処
麗
筆

は
六
万
一
千
五
百
九
十
一
一
J
J
で
、
五
十

六
年
十
月
現
在
の
役
帯
数
が
六
万
七
千

五
百
二
十
五
世
帯
だ
か
告
③
の
約
一
ιf

集議所をYI.てあなたはどう想うか

み
処
理
経
費
は
ど
の
〈
ら
い
だ
ろ
う
。

①
約
二
万
五
芋
円
、
三
十
人
〈
一
一
一
一

%
)
 

③
約
二
万
ニ
千
円
五
十
人
〈
一
二
六

%
)
 

⑨
約
二
万
円
盟
十
一
人
(
一
}
一
C
M
m
)

③
約
一
万
五
芋
円
十
六
人
(
一
一
一

%
)
 

正
解
五
十
六
年
度
自
問
問
渥
経
費
十
一
一
一

億
六
千
九
十
一
万
二
千
豆
大
十
九
円
を

縮
な
み
処
理
量
百
六
万
一
千
五
百
九
十

一
一
計
で
割
る
と
二
万
二
百
九
十
五
回
一
に

な
る
。
正
解
は
③
で
五
十
人
。
年
間
十

一
一
一
慰
問
も
の
金
を
間
置
し
て
い
る
麗
試

を
知
っ
て
ほ
し
い
a

関
4

資
源
む
一
み
由
買
い
上
げ
制
度
世

知
っ
て
い
る
?

①
知
っ
て
い
る
ι

百
三
十
一
一
一
人
〔
九
一
一
②
一
一
一
O
%
1
自
5
%
五
十
六
人
(
一
一
一
①
し
て
い
る
芭
十
八
人
(
八
七
%
〉
⑦
て
き
な
い
一
一
一
十
一
人
(
一
一
一
一
M
m
)
の
実
施
や
減
量
白
翼
摘
、
現
業
職
員
へ

%

〉

九

M

m

)

②

ム

て

い

な

い

十

八

人

(

一

一

一

一

%

)

窃

い

や

だ

け

ど

し

か

た

な

い

か

ら

費

高

白

お

札

な

ど

が

多

川

口

そ

れ

で

は

、

手

②
知
ら
な
い
十
二
人
(
八
%
〉
③
五
δ
%
i
六
O
M
n
一
一
一
十
人
(
一
二
間
S
C
4の
棋
量
は
ど
ん
な
減
量
方
ず
る
七
十
一
一
…
人
(
万
円
〕
%
〉
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ
吉
。

知
っ
て
い
る
人
の
中
で
持
議
出
悼
と
%
〉
法
で
一
協
力
を
し
て
い
る
か
。
間
口
集
積
併
の
憧
片
付
け
は
、
行
政
O
話
に
よ
る
と
、
よ
そ
の
市
で
は
生
む

し
て
制
局
し
た
人
は
八
十
三
人
で
、
一
一
一
③
七
O
u
n
i
八
O
%
六
人
(
間
四
%
)
①
燃
や
す
八
十
九
人
〈
一
一
一
ム
ハ
%
)
が
す
る
の
が
当
黙
と
思
う
一
か
、
そ
こ
に
み
を
出
す
袋
に
名
前
を
書
く
と
ζ
ろ
が

分
自
ニ
の
人
が
利
用
し
て
い
る
。
③
わ
か
ら
な
い
十
八
人
公
一
一
寓
)
②
理
由
る
ー
コ
一
十
九
人
ご
六
M
W
)
出
す
前
民
が
す
る
の
が
当
照
と
思
う
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
モ
の
よ
う
に

開
5

燃
え
る
な
み
と
し
て
媛
厳
か
ら
芯
線
③
で
、
水
分
は
少
な
い
と
思
っ
③
賢
臨
む
み
の
同
収
に
出
す
百
二
十
か
。
す
る
と
前
日
に
と
み
粉
邑
さ
な
い
よ
フ

出
さ
れ
る
む
み
ほ
、
ど
の
く
ら
い
水
分
て
い
る
方
が
多
い
。
一
人
(
四
八
M
)

①
行
政
十
四
人
(
丸
弱
)
に
気
を
つ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

が

古

ま

れ

て

い

る

か

。

ゑ

ご

み

を

出

す

と

団

協

力

し

て

い

な

い

八

人

2M)
命
市
民
百
一
一
十
一
文
(
八
六
%
)
か
a

①
一
O
千
二
O
%
一
一
平
二
人
〔
一
一
ぎ
の
水
切
甘
は
咋
ぉ
警
は
集
票
に
い
っ
出
す
…
伐
の
俗
七
人
(
五
%
)
O
週
一
一
留
で
は
、
夏
は
少
な
過
ぎ
る
と

二

%

〉

カ

搾

?

収

集

問

訟

に

つ

い

て

思

う

。

ぜ

め

て

週

三

回

に

し

て

い

た

だ

間
S

生
ご
み
を
出
す
と
き
、
水
出
り
①
前
日
一
一
人
①
最
符
白
ま
ま
で
よ
い
百
二
十
四
人
き
た
い
。
祝
百
等
も
ゴ
ー
ル
デ

y
ク
ィ

を
し
て
い
る
か
。
②
当
日
の
八
酔
半
ま
で
百
四
十
一
一
一
人
(
八
七
%
)
!
ク
の
と
き
な
ど
特
に
煽
る
。
代
替
収

①
し
で
い
る
ι

百
二
十
四
人
(
九
三
%
)
③
む
み
が
た
ま
っ
た
ら
ι

一
人
必
少
な
い
の
支
増
や
す
↓
九
人
〈
一
聾
呂
い
が
あ
ハ
県
民
い
。

②

し

で

い

な

い

一

一

一

人

(

二

%

)

薬

務

所

、

か

務

分

の

家

一

一

夜

〉

O

き

ち

ん

と

自

治

委

議

主

訳

、

強

③

と

き

と

苦

し

て

い

る

七

人

(

五

%

〉

間

3
祝
祭
日
の
収
揮
に
つ
い
て
制
的
に
P
J
4収
集
璃
所
的
捕
除
を
、
当

の

前

に

な

っ

た

ら

1

開
7

篭

化

製

品

や

大

き

な

索

具

を

愛

①

現

仔

の

ま

ま

で

よ

い

八

十

六

人

番

苦

ず

る

よ

う

に

し

た

ら

き

れ

い

に

な

新
す
る
と
き
罰
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
関
川
集
積
所
が
向
分
の
安
め
前
に
な
(
六
O
M
と
る
の
で
は
。

る

か

。

っ

た

と

き

賛

成

で

き

る

か

。

⑦

収

島

し

τも
ら
い
た
い
五
十
七
人
中
燃
え
な
い
ロ
み
の
発
積
所
は
き
た
な

①

主

ぎ

る

四

十

人

(

二

八

M

3

8

0

M

W

)

い

。

当

日

の

八

禁

事

官

L
出
す
ζ
と

だ
け
て
は
出

自
づ
れ

8
て

、

-ti
，

.

に

な

っ

て

い

る

の

に

、

前

釘

や

ひ

ど

い

も

置

さ

、

し

ご

ら

/

丈

符

こ

伊

豆

時

y
f

と
き
は
、
芸
収
聾
呂
田
択
由
自
民

い
佼
解

7
と

;
J伝
家

iλ
《
ム
留
品
会

た

と

遣

の

み

〉

4

d

-

d

'

'

F

く

も

出

て

い

る

と

き

が

あ

る

。

い

み

は

痛

む

M

N

ゴ
EBJ

、

4

0

収

集

記

作

業

員

さ

ん

、

あ

わ

τて
聾
め

一

足

J

叫

ん

町

制

市

民

治

ら

寄

せ

ら

れ

た

意

見

な

け

れ

ば

い

け

な

い

む

で

し

ょ

主

。

か

腕

引

巴

腕

。

ι
自
由
記
載
醐
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
と
「
強
力
な
P
Rの
翼
施
」
究
持
、
道
路
に
バ
ケ
ツ
ぎ
ろ
が
っ
て
い
た
D

し
。
ず
や
は
る
い
ま
と
め
て
み
る
と
、
一
番
多
い
の
が
「
歯
臨
む
み
一
呂
収
の
充
実
」
七
件
と
続
ふ
た
が
違
っ
て
い
た
り
困
っ
て
い
安

古
川
一
M
M
叫
引
い
は
「
出
す
人
の
モ
ラ
ル
と
量
積
所
」
の
提
い
て
い
る
。
す
白
も
う
少
し
て
い
ね
い
に
あ
つ
か
っ

し
い
、
チ

9
れ
出
雷
や
苦
槽
が
十
六
件
、
「
収
錯
台
以
γ法
」
モ
の
他
目
立
つ
り
は
、
有
齢
制
紙
袋
て
い
た
戸
占
。
、
も
と
の
位
置
に
払

と
て
み
ス

B

注

〈

今

一

一

t
l
j
/

て
ξ
だ
さ
い
。

み

れ

む

ラ

い

識

し

一

一

¥
T
l

ソ

む

さ

所

プ

多

読

正

色

白

一

〓

九

寸

J
N机一

Q
n世
間
に
も
、
燃
え
る
な
み
、
融

源

か

台

る

が

で

が

脳

0
0一
千

三

主

題

い

去

、

重

芸

容

器

関

佳

、

出

方

軍

人

記

〈

x
d
/
&冊

一

ぺ

思

は

て

で

ら

る

高

田

辺

「

主

/
u
J
J
¥
告

と

み

簡

を

照

宮

し

、

重

5

4
し

8
か
れ
由

9

E

「

円

一

/

許

証

。

十

麓

そ

う

。

へ

と

~

所

さ

M

m

ち

こ

J
W
I
i

雪
景
4

緩
艶

-
み

5
台

出

苅

り

ト

女

一

f
f
l

込
長
尾
誠
鰭
1

0

私

自

近

所

で

は

、

一

か

月

装

。
色
、
や
て
、

E

r

「
ト
↑

4
fけ
ゆ
韓
J

輯
所
の
俊
始
末
を
す
る
よ
う
に
、

内

源

は

ム

し

が

人

バ

i

内
閣

L
ペ
円
ν

九

〈

賢

の

ゴ

と

だ

間

山

何

M
H
/
1六
〕
一
円

ii

ド
b
t
作
っ
て
屈
し
で
い
ま
す
。

わ

か

も

・

み

由

H

3

M

o

ラ

ぺ

J
R
V
K
h
i
-
-
、

太

し

る

皮

む

う

は

r
L
4
1点
下J
十
t議
r
H
F

は

M

仰

い

、

い

ら

で

や

十

解

m

u

て

が

な

も

体

渇

珂

l
怒
!
!

正

、

れ

る

え

て

金

広

一

転

j

が

ら

い

燃

し

ハ

F
H
t

」

燃

え

る

ご

み

お宅のごみの出し方?
〈い〈つでも結樺な白でわ〈白中に丸をつける〉

127人93%
74人71%
99人関係

35人40%

で
し
ょ
う
.

622人

世主

人
人
人
人

1
m
l
拙

462人

き 5}j22E( 
午 按9時30分~午後4時まで

溺天の場合は29日〈臼〉

ところ文化センター
関書館、博物銭、数帯金錯等

。対韓 市内夜住の幼稚強・保育爾沼・小学生

o用実註するもの えのくヘクレヨン、額絞、

敷物

国槙型機関車援は、 5月22日目み博物館講堂

で認しまた、酒用紙は写生会場で配布す

る。

怒主当:社品数宵譲 費寵話23-1111内 融528

と
昭事の平壇の風景および行事で観光宣伝に

適切な押品在韓聾する。

@サイズカラ」キャピホ以上回つ切まで。

カラ}スライド 35ミ1)1話よ

φ捕時切1) 5月20尽〈金〉

⑫送り先平場市揖問問J9-1 平壇市観光

協会事務局およぴ市内カメラ商総合加鰻股

⑫応事上の注慈①応罫作品には、所定事現

を置U九した応募棄を添付する。 a返却希望

者は、市内のカメラ西組合を還したものに

緩り、思演で返却する。@入閣伊品とその

版摺は主催者に輯ずる。@使用材棋は「サ

クラカラ}フィルムj在。

昨年人選した油絵額:患の作品



見
附
町
、
錦
町
、
平
壇
新
宿
お
よ
び
一
議
決
さ
れ
た
!
ζ
れ
に
よ
D
、

平
境
の
}
部
が
、
新
し
い
街
区
壊
、
町
一
住
穏
車
替
市
は
、
十
月
十
一

唱
と
な
る
ζ

と
に
Z
一
一
汚
定
例
前
議
会
で
“
さ
れ
る

ιと
に
な
っ
た
!

十
前
回
程
訓
唱
え
た
棋
化
ま
つ
り
は

四
月
二
十
九
日
か
ら
一
五
月
一
日
ま
で

白
…
一
一
日
間
、
八
幡
山
公
開
闘
で
閣
か
れ

た
D午

前
九
時
、
会
場
に
訪
れ
た
一
一
千

人
の
市
民
の
前
で
、
市
長
が
「
叫
却
を

大
切
に
育
て
よ
う
」
と
開
会
均
昌
吉
、

同
時
に
、
な
で
し
乙
の
挿
子
の
入
っ

た
風
船
一
一
一
百
個
が
い
っ
せ
い
に
放
た

れ
た
。
第
ず
っ
た
市
民
に
は
苗
木
の

無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
つ
は
き
や
さ

っ
き
、
つ
げ
な
ど
、
且
有
望
に
あ
っ
た

苗
木
が
記
布
さ
れ
た
。
午
後
は
一
日

動
物
対
な
H
f
炉
開
か
れ
、
ふ
だ

ん
見
た
こ
と
の
な
い
、
ポ

一
一
?
や
ひ
つ
じ
を
一
見

工
チ
供
た
ち
は

木
一
一
需
び
だ

った。

一
自
動
物
村
で
は
ポ
エ
ー
ー
や

平
ソ
ジ
が
子
世
苦
諜
し
ま
せ
た

な
お
、
寄
贈
を
受
け
た
黒
松
等
は
、

7 月 28務 ~8 月 29

ひらつか常民プラザ

。内容饗掛から苧作自で製作した作品

Cf7!J)自分で作った貴器、日アオ」ム作'''''。ただし、

作品は連融、車要示等に望書しく不便でないも白。

〈書、絵画、写真、~刻などむ部門は融く〉

。応募方法と問い合わせ

はがきに住所、民名、年齢、職業、電話、作品名、

大きさCたて、ょこ、たかさ〉、重援を記入し「干25
4平謹市平埋新宿930 市民セYタ…内ひらつかカル

チャー教護J C鍵話32-2235)へ。

。受付 5月21Eヨ〈火)~7 月富田(土〉

とき

ところ

中央卦民館ではrNH Kお母さんの

勉強主主白つどいJ白委参加者を募集し

ている。

とさき 6 J寺 78C火〉午前JO時~J2時
ところ中史公民指小ホール

。テーマ教育f怒趨と親むあり方

o内容 VTR筏穂、講義、質疑応答

。講錨遠藤豊百民〈教育評論家〉

。対頭小学生をもっ親100人

心申し込み 5JJ20Ei (金〉までに

はがきに住所、氏名、電話番号、

年齢、職業、つどいの名称を記入

のうえ「子254平壇市追分1-20 中

央公民館Jへ。電話34---2111

5月16[1 五E豆町内会

5月1m 豊原内会

5月18臼 中盟町内会

5月四日丙イIjl6"JwJ内会

5月初日、 21日 誌訪知町内会

5 )'J20日昆nj町町内会

5月238 富土見釘内会

5月24日錦町町内会、

東京ガスアノ←l'-El悼会

5月25日 紅谷町内会、明石町会、

i畠分みど D金

5月26目、 27日 立野町町内会

5月28日 宮田前向治会、宝的自治会

5月31日 浅間田7町内会、宮松町J自治

会、住宅公団平壇団地

8月 1日八重咲自治会

5月 2日 松風雪f自治会

8月 3日 抽ケ民自治会

6H4日器按ケ丘自治会

6月 6日桃誤自治会

§月7日虹ケ前東部自治会

議音31王東部自治会

6月 8日蜜早自治会

6月10日黒部丘密部自治会

6月11日漕ク原自治会、

黒部丘第一親桜島

6 Jl13弓虹ケ浜田部自治会

6月比呂、 15日 花水台自治会



交特別懇 f;rr桂文芸書資料療j

市域西部の金13，土沢、九且、金田地区を対

象とした、特輯晶る腎牽

・期間 5 !'l228 (日〉

す星をJ!.'5会「土星をJ!.ょう」

ガ])tレオの時代から知られている土患の輪

昔、望遠鏡で観察する。委参加密由。

・日時 5月2:l日〈金) 18<時~2眠時

会ツパメの巣の繁華費を

Yパメの鍵の分布状況を調べている。"今年

Yパメが出入りしている損控見つけたら、は

がきでお知らせを。

1、損白ある場所亡中燦3丁呂マ=鶴居の

軒など由ように、なるべ〈群し<)

2、気付いた自時

3、単の様子仁親鳥ts出入Dしていた、ひな

7引いたなど〉

4、報告者問住所、民名、衛話番号

休館のお知らせ
金銭殺虫揖曹のため、 6月初日〈金〉から

5月初日〈月〉まで体鐙ずる。 ι由期閣は、

1をおたのしみそ子然大会

アニメ「輯f目指受滋 999Jなどのよ紋や、噛

かいな媛諮捕、親子で識しむゲ}ムを行う o

e 日時 5 月 22臼〈日コ 13時~15時

・対課 税と子 300人てき当日先着牒〉

公吹奏楽章生獲"幹線事覇〕

高器由種類は関わないe 偶人指噂を受げな

がら、議しさを味わおう. (申し込み持母Ij)

-主耳自 5 月28 自 ~7 月初日 揮週土j曜日

・対象高校生以上田青年詩人

・指揮片童輯人民

会野外活動講習会

野外活動的プログヨム作!>、テYト設営法

敢急法、献立て田作成法など、 E望論と翼践を

学ぶい 仁申しi6み詩型1])

.8時 6!'l198(日)10時~15時、 6 月25

自 C士)~6 !'l268(臼〉は研勢原青年の

寵に宿泊 C無制〉

・対象 高校生以上田晋年 30人

安楽しい香代臼*!i主誘Elf

日本白誕伎はどこ古、今、日本史由諮績を

独占している部馬台留の成立をめぐる学説を

さぐる. (申しi6;t，..制〉

・期日 6月26日-7月178 短波臼韓日

・時間 13時30分 -15時
・対象青年、←綾 20入
会休館尽毎湯舟曜日

会曹少年書館

干 254浅麹貿J12ー制緩話32-702君

と き 6 !l 1 臼 ~5 El:ζ主主・建議

とき 8 月 8 臼 ~12 El絵E百・
ところ 中央公認銭市民ギャラ

移動図書館あおぞら号臼程

5月17臣、 31日、 6月14日
5月17日、紅白、 8月148
5月18羽、 6!'l1日、 158
5月19日、 6!'l2日、 16臼
5月19白、 6月 2日、 16日
5 !'l20目、 6月 3臼、 17日
5月21臼、 6月 4日、 18包
5月24日. 6}守7旬、21自

5月24司、 6月 7日、 21日

5月25日、 6!'l8日、 228
5月26日、 6!'l9日、 23日
5月26呂、 6!'l98、23日
5 !'l27日、

• 5 !'l15自(日) 1明寺、 14時
「叡騒」カラー 1時間33分

・8月 5日〈日) 1α時、 14時
カラーアニメ「キャンヂィ・キャy:5'ィJ
(27分〉、 「アンデルセン物語J (30分〉

・6月12日〈日) 10時、 14時
「水戸黄門Jカラ-1時閣28分

す16う狭空軍機講習会

1人でも多〈的方に、 16i1!v映写機由接伴授

捕を棒揮していただζ うと議官金聖書書〈。な

お、静了者には、認定書室が受付される。

・期日 6 !'l17日仁金)-6月18日〈こと〉
・時潤 9時-16時30分
・揖III テキスト代 5∞円

・持星参ずるも回 展賞、ハサミ、難記用異

'申しi6;t，. 6!'l7日 E火〉から受け付げを

仔う。器望書館視聴覚ライブラ!J-へ申し込

みを。(電話でも受け付ける〉

合体舘思毎週月瞳旬、月来

なお、富里輯錯由休館日1l'一割でわかる1983
富車種書館カレyy-ができたので、む利用者。

食事罰聖書籍 平 254浅間間T1Z.，-iI1犠怒31ーや415



離苦難品種鵠車時轟寵費量

翻晶溺樺鍵セY占 }

顔受吋午挫 1 時~2時

務母子健康手帳本冊期l間と輩記用

県在持番 (3か月3部立:$:Illlのみ〉

[}か月兇3
6月 lB 58母 2 !'l 1 日~1O日主主

6!'l8日 58年 2 月 11 日 ~20臼生

6 !'l22日 58年 2!'l 21 日 ~28日生

[3措 児3
6月 2B 55年 4月 lB-1O日生

6!'l9臼 55年 4 月 11 日 ~20日生
6 !'l23日 55'手 4J'l 21 日 ~30日生

離盤鷺聾聾謹轟轟

8月中』こ 8か月から鵜 1設になる

お子さんを対象に開〈。

鴎会場平器楳健所講堂

繍日時 6月10日午控1時 30分から

覇軍母子鍵康手帳と筆記用具を持番

14B 中原公民館、高岡窃公.!l";j器、

15日 神間公民館、京盤回公民錦、

);(槙島公民館

16臼 大聖子公箆館、横内公民銭

);(金田公民館

17日揮鍵セYター

秒ら事裁β

5 }守カレンダー …この自稜雪量を~やすい所へ

かしわ吉かず白ぷ

柏木一件ちゃん
合平壇市中原 3~19-25 平壇信

用金閣花京支活にお勤めの柏木英

伸さん (30歳〉と久英子さん (23
歳〉の長男。現在9か月で身長75国

体重101(9、57年 8月初日空まれ。

おじいちゃん由実家傷島から昨

日(5月 5日〉新幹融で帰ってき

たばかり四一伸ちゃん。いたずら

が激しく、タンスに演をぶつけた

り、掃除むじゃまをしたり、腕白

坊主だ町風呂I!'大好きで、パパと

->者に入るのが講しみのひとつ@

蕗

〈募集〉諸説塁塁苦言寄告霊長官室霊草:君主Z事実
そ書いてお出し〈ださい。対象は 1時未満の蔀ちゃんです。応募された
はがきは、毎月初日(20日梢印まで〉に締め切D、翌月の広報紙に掲載し
ます。掲載した蔀ちゃんには、葺治;写真と掲輯広報紙10部を差しあげま
す。 く今月の応帯者[ま22人でした〉
重量晶て先・干254揖間町 9番 1号・平車市広報課罫ちゃん募集係。

語調書脅l期 31aJ受ける

・対象 2歳 (24か月〉から 4歳 (48
か月〉までの拍児。なお、 4接種開痛

は 2也、 3回とも 3週間から8週間。

盤第2期 1回受ける

・対象欝 1期'Q)3回包7日終わって

から 1年以上 1年 5か月以内の期間

に受ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第2期もなるべ<4揖までに

終了するようにしていただきたい。

[5月1
18日議祉企館、健保全館、

関委豊田公民館

19臼大野公民館、横内公民館、

1ill北公民館

208 保健センター、

米中央農協土沢支所

離羅盤璽盟麓聾轟覇
欝対韓 2歳 6か月までの乳幼児

務企湯平揖揮健所

園田程 6月 6日、 13日、 20臼
務時間午前9時~1α時30分

観申し込み電話で平壇保鍵所 (32
-0130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼児輔副教室主の受講を。

綴会場保鍵セYター

豊富畳付 午能 1 時~2時

重量ほ子鍵瞳苧根本冊・耳目冊と筆記謂

具を持番

5月 17臼
5月24日
6月 7日

6 J'l14日

56年 11月llB~20臼生

56年 11月21臼-30日生

部年12月 1日-10日主主

56εr12J'l1l日-20自生

10日 保健セジター

磁 2問 自

[6月1
2日 福祉会館、鍵保全館

3臼 旭北公民館、金自公民書官、

京中央農協土沢支所

[6月1
7日 中原公民館、国岡崎公民館

S臼 神間公民館、国輩出公民館、

京城島公民館

9臼 大野公民館、横内公民館、

出会同公民館

揮対委表 初窃 接種主当日に満3識を

経過して 6謹に達するまでの乳YiS( 
1週間の三塁隔で 2@]受ける〉

ー退加昨年初密接種を完了した幼

児(1阻〉

東 2年続けて接種しないと免疫がつ

かない。

豊富 1回目

[5月3

26日福祉会館、鍵楳会館

27日 旭北公民館、金自公民館、

》夜中央農協土沢支所
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者
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へ

健康相談
。 成 人 痛 相 談 帯i島月・金曜日

。膏児相談 毎週水曜日

e時閣 9時30分-10時30分

.会場

一
し
、
み
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さ
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か
ら
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一
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さ
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一
地
域
づ
く
り
諌
市
民
相
談
県
(
電
話
一
マ
二
段
ベ
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ド
、
ベ
ビ
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を
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切
に
し
よ
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」
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お
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一
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フ
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冷
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庫
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パ
ギ
i
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子
品
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交
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の
場
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設
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い
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。
市
民
一

φ
さ
し
晶
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ま
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〈
無
料
)
一
自
転
車
、
コ
ン
ビ
フ
ッ
ク
、
一
一
一
輪
車
、

の
み
な
さ
ん
の
な
協
力
で
、
問
い
合
わ
一
マ
五
月
人
培
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
セ
ミ
一
七
五
一
一
清
道
物
(
七
描
)
オ
ー
プ
ン

せ
議
語
が
非
常
に
増
王
て
い
る
。
た
だ
一
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
柔
道
着
、
学
習
訊
一

タ有旦

ヒ白 1時

7001l 
理力粉 1堵

1 ~パック

65m4i盟入

罵 1∞F

MlO個入

10mB 

18 Q配達

砂糖
サラダ油

小麦粉

しよう油

トイレット
'ミーノくー

核開

鶏卵

プロパ y

f丁告白

代
い
時
間

人選・博愛の部十字活動の軸聖広げる

ために、みなさん由家主赤十字協賛番開

や町内金の役閣さんがお訪ねしまず。 ι
由機会にあなたの著書惑を赤十字にお軍買い

します。

よ
①著者緩や童霊襲材料などは出さない

宅地内や慰問に愛監理して重量いていただき

道路はlEし〈使って〈ださい。

(t葡1io'(O包装がらを出さない

会伝送にはみ出していると、捧行者の通行

』こ支障をきたすので気をつけて下さい。

量化的弱からも問題があj)まず。

。謹呈聾己E事などで古吊するとをき

事前に事事祭と市役所iこ手続きをと b、許

可を揮てから行って下吉い@

③縫木中い廿がきのXIJ申込みを

庭木ゃいf:1iJ'曹がのびて交惑の見通しを

懇〈していると己ろがあbます.大きな

事故の原習となるので、メIJj)込みを鈎符

して下さい。

怒さ語 草璽費量繁華童醒
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円
、

杉
山
政
江
・
中
丸
み
よ
豆
芋
肉
、

}
市
長
二
平
門

裏

金

重

量

へ

・

つ

も

喜

合
八
千
五
百
八
十
円
、
北
起
道
一

笠
市
葉
樹
町
成
田
剛
茂
十
方
向
、
官

京
地
区
民
生
番
員
協
議
会
二
万
一

百
八
十
円
、
根
坂
間
曙
野
男
四
叩

五
千
円
、
岡
崎
葺
田
会
一
一
千
五
否

円
、
銀
問
町
議
む
ら
平
壇
出
柏
田
平
一

百
円
、
撫
子
康
熊
沢
五
平
内
、

岡
崎
伊
坪
一
…
一
千
円
、
楠
田

工
業
所
楢
田
要
否
万
円
、
下

宮
沢
手
芸
ク
ラ
プ
五
千
円

犬、ねこの巡回収容
鼎動物保護センタ}では、捨て犬、捨てね

ιによるのら犬、のらね乙白増加と、犬ねζ

による危容を紡ぐため、今回も次由臼寝でい

らなぐなった犬、ね乙由巡回収容を行うe

当日、犬を出される方は「印かんJ r犬の

銀本LJ r注射揖票J r愛犬宇綴jを持事由う

え会場へお出かけを。なお、収容車の博留時

間は10分間、またねιほ瞭袋tJ'ダンボール

稿に入れていただきたい.

S丹4 El (こ1:) 6丹11El (こ士〉

9 '00 神間公民館 9 '00 松揮初公民館

9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民銀

9 '50 豊間公民館 9 '40 花京公民館

10' 10 域島公民館 10'叩篇士見公民主宮

10' 30 金田公民館 10' 30 中原公民館

10' 50 岡崎必民館 10'55 加公民館

11'10 金回公""j館 11マ 15 吉沢公民議官

社
その付近の i白地名で、天平7年

735) の相撲E謹封戸租交易帳には

大住郡埼耳腐として、 ζの郷が告

人裁とE(日本醤紀編さ品者〉の子

三晶玉の貴封 Cじきふ〉となって

いたζ とア併記され、その後、前取

・前鳥由文字1>'充てられていた。

延翠式に記載される相模罰13使

は、寒国・ 111勾前島・高部窟・

比比呂・照夫弟j・/J'iI王子・大庭・宇

都母知・探克 寒}II・有居室・右指

揺の諸神社である。

国府祭に害加する 5社は、一之

宮建'111神社・ニ之宮}I向神社・三

之宮比々霊長神社・四之宮前鳥神社

並びに平畢八幡密である。明治維

新まではいずれも十万石の格式を

もって夢声Jl，、行列にはそれぞれ

特徴があ!J、前島神社は上下車由

民子数十人が並進しでいた。

前購神社祭事の神人民貴「重量振

舞仁愛ぷるまい)J、主土窪田日本

主主韓白箇を着けて舞う f臼本武草

之 鱒J、神宮田持つ奨 Cでん〉由

網(弓[書網〉によって誘噂吉れる

静覇慈離な「神輿c;;.乙し〉宮入J

は、市内地に例が無〈、いずれも

市自重量要文化財になっている。

E文章費臼併喜ム〉民指たずねi立市5君

綴吉ん線イ費量額32ー務総〉へ

市内四之宮の鎖守前島〈さきと

!J)神社は、延長5年 〈 切 り に

成った延讐式神祇神名相槙箆13g韮

田中に前鳥神社亡さきと Dのみや

しろ〉として登載され、国府祭仁乙

う由まち〉に夢加する 5社むうち

白第4の宮として着座される倉iJP合

的古い由緒深い神社である。

建久3年仁1192)源頼務総妻敬

子四安墜を析!J神馬主献じて棒経

し、天疋19年 (591)穏引11軍軍は

武遼長久世祈って、今よりずっと

広かった社地の祖税を免臨し、そ

の上、社領として10石田沼摺を寄

港している。耳耳治6年 (873)郷

杖にヲiし、 i司41年祝奨幣吊料供進

神社に指定されていた。

祭神は宇逮捕和紀郊子ぐうじ由

申告いらっこ・蒐遜稚毘1子Jの命

と大山咋〈おおやま〈い〉の命で

あるe 議選推郎子は応神天皇量の子

で、習慣から来朝した博士玄仁に

就いて学び、学徳一世に高〈、襲

太子とされていたが、兄仁箔天皇

にE量位ぞ諮るべく、自ら身者引か

れたと伝える方である。

ι四方をまつった神社は、当社

と京都の宇治神宮出みとLづ、金

額約に珍しい神全主である。

社名古サキト!Jは、宣車之雲書7号、

ば
考
え
る
ほ
ど
動
苦
が
と
れ
ず
、

Y
君
に
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
自
分
は
向
か
あ
る
と

ふ
ら
つ
い
て
し
ま
う
な
の
で
そ

れ
が
い
け
な
か
っ
た
白
か
と
自
信

を
な
ξ
さ
れ
て
い
た
む
で
し
た
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
も
、
臼
需
生

活
の
中
で
Y
翁
と
白
や
り
と
り
を

し
な
が
ら
、

Y
暑
の
縮
か
い
と
ζ

ろ
に
呂
が
い
く
ヰ
ふ
う
に
な
D
、
Y

の
な
ろ
自
に
つ
き
ま
君
む
い
う
と
と
じ
も
っ
と
耳
を
鎖

す
」
と
先
住
か
ら
注
意
を
畳
け
、
け
て
や
ら
な
げ
れ
ば
と
思
克
ず
轟

ど
う
一
し
た
ら
い
い
の
か
と
悩
ん
で
た
の
で
し
た
@

来
所
さ
れ
た
す
君
の
お
母
さ
ん
。
「
学
校
制
品
問
題
が
起
こ
っ
た
と

Y
君
は
寵
で
も
わ
が
ま
ま
な
と
こ
し
て
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
子
供

ろ
が
あ
わ
ま
し
た
が
、
モ
の
う
ち
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
白
で
は
、
子

治
る
だ
ろ
r
っ
と
、
お
母
さ
ん
は
嬬
供
伸
略
行
き
最
が
な
く
な
り
、
余
計

に
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
口
を
つ
。
ん
で
し
ま
い
か
ね
ま
せ

で
も
、
そ
れ
以
来
、
;
子
一
三

F
ん
ね
。
き
き
ゃ
だ
す
の

学
校
で
ど
ん
な
状
態
な
干
F
J
一
文
句
判
で
は
な
Y
¥
信
じ
て
や

の
か
銘
に
な
る
お
母
さ
同
に
寸
7
f轟
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
ぜ

ん
は
、
な
ん
と
和
主
一
二
一
一
莞
ん
ね
ミ
お
母
さ
ん

う
と
患
い
、

Y
君
に
一
一
一
一
官
主
制
れ
は
今
泊
の
己
と
吾
、

Y

Z
E
Zん
な

乙

曹

イ

法

君

と

の

撞

し

ZJえ

と
を
し
た
白
」
「
み
ん

234司
二

4
4
臨
す
い
い
掛
金
に
し
て

な
に
返
認
を
か
け
る
よ
フ
な
乙
と
い
き
ま
し
た

を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
注
議
し
『
闘
っ
た
こ
と
』
を
主
つ

Kふ

て
い
ま
し
た
。
と
ζ
ろ
が
、
そ
う
う
も
な
い
ζ
k
E
悩
む
FJげ
で
な

し
て
い
る
う
ち
に
、
お
ζ

り
す
ぎ
〈
、
そ
れ
を
一
つ
の
手
が
か
D
に

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
子
供
に
し
て
、
子
供
と
り
づ
き
あ
い
を
よ

は
ち
ゃ
ん
と
L
な
さ
い
と
い
う
割
り
よ
い
も
む
に
し
て
い
〈
乙
と
が

に
g
分
は
ど
う
な
の
か
と
自
丹
の
官
量
れ
ば
、
か
え
っ
て
プ
ラ
ス
に

考
え
れ
な
る
も
の
で
し
ょ
う
。

4月30日混在133.833人の加入者があ!Jます。まだ加

入手続きがおずみでない方は、早めに申し込んでくだ

さい。

。共事寄掛金大人400丹、老人等300守、小人〈中学

生まで)200fIl 

。見鱒金のま脅求期間は事故発生自臼tJ'Gl年以内

です0

0必聖書な欝重曹 ①主主i量災害共揖加入者iiIE

@事故童lEij耳醤③復関申診軒臨むE印鑑

市
で
は
昨
年
「
な
で
し

ζ
」
が
市
民
田
花
に
制
定

読
ま
し
た

i
cの
花

は

、

六

、

七

は

る

十

臣

前

ま

で

は

、

市

内

の

あ

ち

こ

ち

及

い

輯

て

に

野

症

で

見

色

れ

た

も

由

で

し

た

。

を

し

Eに
暴

走

墜

と

い

う

釘

名

に

鞘

ま
で
あ
盈
海
揮
に
は
、

ζ

由

甫

憐

な

で

で

花
が
雑
草
白
中
に
酷
い
て
、

ζ
の

ー

エ

な

っ

、
な

地

が

町

名

甲

ら

み

さ

わ

し

い

な

で

し

乙

は

に

の

藍

で

あ

っ

た

と

患

な

貴

私

は

ち

心

た
中

数

天

八

十

龍

で

犬

神

出

議

で

す

が

、

供

が

ヂ

年

時

代

ピ

相

親

川

の

場

磁

の

雑

草

子

会

の
員

自
中
で
、
河
本
も
な
で
し
ζ

を

見

か

控

委

け

た

福

田

で

し

た

}

停

開

ぜ
っ
か
く
、
な
で
し
ζ
が

市

民

自

階

担

考
L
選
定
書
れ
て
も
、

ζ

れ

を

積

極

八

う

釣

に

胃

て

る

者

が

い

な

け

れ

ば

脅

笈

由

公

持

施

設

な

と

L
配
布
い
た
し
ま
を
昆
布
す
る
方
法
と
、
青
苗
し
配
布

い
た
し
ま
せ
ん
。
私
は
、

ιの
花

控

し

た

。

苧

b
に
、
融
低
ま
つ
診
で
市
す
る
方
法
が
あ
由
一
ま
す
が
、
胃
苗
髭

平
議
市
民
の
各
饗
庭
モ
脅
て
て
、
市
民
自
皆
さ
ん
に
も
記
布
し
、
な
で
し
布
を
市
立
行
う
に
は
図
離
が
あ
り
ま

箆
の
花
に
ふ
古
わ
し
い
、
な
で
し
こ
こ
の
花
を
世
か
せ
て
い
た
だ
〈
ょ
う
す
。
し
か
し
、
地
域
で
な
で
し
ζ
を

む

町

に

し

た

い

と

念

願

し

て

お

り

一

ま

お

騒

い

い

た

kaし
内
青
惑
し
、
丹
け
て
い
た
だ
け
る
方
が

す

，

八

鶴

顔

蛇

膏

木

卓

司

氏

〉

一

方

で

は

、

西

日

せ

L
公
趨
愛
護
団
お
ら
れ
る
と
お
開
聞
き
し
ま
し
た
。

U
 

e:
忌

1
:
:
e
で
「
向
減
撫
乎
」
と
罰
符
叶
商
部
丘
綾
地
帯
等
に
限
ら
れ
て
い
る

b
、
な
で
し
ζ
の
皆
及
懇
話
ム
畠
同
が
弱
勢
い
ら
れ
る
と
忠
い
ま
す
。
ぜ
ひ
凡
なμ
 

ば
れ
、
議
〈
更
霊
紐
日
記
(
平
安
控
よ
う
芝
平
で
で
ず
。
か
れ

f均
五
月
に
は
、

ιれ
ら
逮
結
い
た
戸
吉
、
懇
話
会
に
も
事
加

期
)
に
も
一
、
も
ろ
乙
し
が
療
に
舗
を
雨
で
は
、
昨
年
と
今
揮
の
揖
化
蛍
愛
野
者
の
皆
さ
ん
の
手
で
、
な
で
し
願
っ
て
、
市
両
院
の
花
な
で
し
己
主
皆

広
出
り
た
よ
う
に
咲
吉
乱
れ
て
い
和
信
情
つ
h
yに
、
-
一
フ
イ
オ
Y
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
己
の
酪
を
市
庁
骨
前
に
帯
瞳
ず
る
こ
及
し
で
い
く
た
め
、
意
見
交
換
等
を

書
記
さ
れ
て
お
担
、
市
箆
白
宮
各
々
四
千
袋
の
な
で
し
己
由
調
子
を
と
に
立
っ
て
い
ま
一
す
。
し
で
い
た
苦
)
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
自
で
す
。
し
か
色
寄
贈
い
た
だ
吾
、
小
・
中
学
世
帯
な
で
し
ζ

を
普
及
す
る
に
は
、
種
す
。

ιW~一一巡@l 回 程一~ー~一~

5 J'l19臼仁木) 1ぴ時~12時横浜ゴムハマタイ

ト・ 1由時-15時 揖 棋 エ イ ロ タ イ ツ プ/5J'l21日

E土)1悼寺-15時高村団地崎原小学校バス停前

α阜地18:)/5月羽田(火)101時-15時 駅it;口/

5 J'l26日仁木)1α時-15時東海大学/5月27日

〈金)1日時-15時駅 北口/5月28日〈土)1α時

-15時紅谷町鼎平前〈なでしこライオンズクラ

ブコ /5月31日〈火)101帝-15時東海大学/6
月 2臼仁木)13時-15時大東化学/6月11日
住)10時-15時大野公罫調講一七地区コ

~一'ご 協力ありがとうございました一一

平壇共高炉担割1人、パイロット 102人、神喪111
鼎経帯慶韓協組連38入、開高三ζ講18入、日産i)-ニ

}湘南簸弗92入、東京電力83人、横揖トヨベット

25人、全農綾韓技術センタ-35入、東海大学 717
人、しらさ苦ライオンズクラブ207人、平壊ライ

オジズクラブ137人、駅前175人
事務滋当 交i謹安会器製費量態2，!--1I11
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